






























人魚姫異聞




天ヶ森雀











　目　次





１．沈黙の少女

２．波打ち際

３．城下

４．刺客

５．婚礼前夜

６．御伽噺




番外編　たとえ水面の飛あ泡わと消えても








１．沈黙の少女




　暗がりに、老婆の愉快そうな声が響く。

　目深に被ったフードに漆黒のローブ、皺だらけの口元と折れ曲がった鷲鼻。両手の平に余るほどの、水晶玉をさする小枝のようにひび割れた指には、大きな石の指輪がいくつも嵌っている。

　彼女は魔女だった。

「──まったく、あんたみたいな賢い娘が私のところに来るとはねえ？」

　魔女は娘の正体を知っていた。高貴な生まれである。この国の者であれば、知っていて当然の娘だ。魔女のようにいかがわしい存在の元に来るような立場ではない。

　しかし、客を選ぶ気はない。寧ろ舞い込んできた珍事は、変化に乏しい彼女の日常を彩る絶好のスパイスだった。

　魔女の揶揄する口調を意に介する事無く、水晶の向こうにいた若い娘の唇は固く引き結ばれる。

「…どうしても、あの方に会って確かめたい事があるの」

「ほっほっほ、なかなか健気で結構。恋する娘はそうじゃないとね」

　そんなんじゃ、と言いかけて、娘は喉の奥に飲み込んだ。

　魔女の言う事は当たっている。

　娘は恋をしていた。

　娘の思いつめた声とは裏腹に、魔女はおかしくて仕方がないと言った風情だ。まったく、恋情ほど人を愚かにするものはないだろう。若い娘ともなれば尚更である。

　魔女は恭しい、とも言える手つきで、卓の下から古ぼけた小さな小瓶を取り出した。中の液体が揺れてちゃぽんと小さな音を立てる。

「さあ、これが姫ご要望の外見を変える薬だ。ただし…解っているね？　望みと引き換えにあんたは口が利けなくなる」

「ええ」

「万が一あんたと王子の間に真実の愛が生まれれば、魔法の序列転回作用スペルコンバージョンによりあんたは声を取り戻すだろう。しかしその前に、もし正体が誰かに──、何より彼かの王子にばれてしまう事があれば…」

「わかっているわ」

　魔女に最後まで言わせることなく、悲壮な覚悟を胸に秘め、娘は肯いた。魔女は嬉しそうに、口の端をニタリと大きく上げる。

「まったくねえ、長生きはしてみるもんだ。こんな愉快な事はそうそうないよ。姫、あんたの幸運を祈ってるよ」

　もちろん、幸運なんてありえない。偽りの姿の自分と王子の間に、真実の愛が生まれる事はないだろう。娘の賢い頭では、分かりきった事だった。

　それでも──彼女は彼に会いたかった。

　卓の上、水晶玉の隣に小瓶が置かれる。姫と呼ばれた娘の指が、熱いものにでも触れたように壜の上で一瞬跳ねた。美しい唇が噛み締められる。これを手に取ったらもう後戻りはできないだろう。

　父である王の怒りに満ちたまなざしと、悲嘆にくれる母の顔が脳裏をよぎり、それ以上に自分を愛してくれる者達の心配そうな顔が胸を締め付けた。

『バカなことはやめて。絶対うまくなんていきっこないわ』

『思い直して。魔女のところになんか行ってはダメ』

（ごめん、なさい…）

　睦まじく育った少女達の顔が、するりと優美な青年のそれとすり替わる。

　砂色の髪。細い顎の線と理知的な額。

（王子──）

　彼女は意を決してその小瓶に再度手を伸ばす。

　魔法の薬が入った小瓶を握り締めると、娘は音もなく魔女の住処を後にした。




　　　◇◇◇




　浜辺の散歩は、イエルト王子の毎朝の日課である。

　断崖絶壁に立つ古式勇壮なバディアック城から、人に知られぬ細い自然の階段を下りると、浜辺に続く緩やかな小道があった。小さな入り江から成るこの浜辺は、王地領なので漁師たちも来ない。浜辺に降りてしまえば見晴らしがよく、刺客の潜めるような岩場や木陰もあまりないので、一人で過ごすにはもってこいの場所だった。

　美女として名高かった母親似の王子は、どちらかと言えば女顔で見る者に繊細な印象を与えるが、実はそれなりに腕も立つ。

　浜辺の散歩も、足腰の鍛錬と言う建前に基づいていた。

　もちろん言い訳である。

　世継ぎの王子としての多忙な日々や、様々なストレスをクリアし気持ちをリセットするには、僅かでも一人になる時間が必要だった。

　そして、遠い記憶に想いを馳せる事も。

　彼は人魚の夢を見る。

　その昔、この国の王子を助けて去っていった人魚が、戻ってくる日を夢見ている。

　御伽噺だと、痛いほど認識していながら、心の奥底だけでそんな夢を見るのを自分に許していた。

　なぜなら、その夢にタイムリミットがあることも分かっていたからだ。

　夢が終わる日は近付いている。悲しくはないし、辛くもなかった。

　浜辺をゆっくり歩きながら、穏やかな水平線に視線を投げる。昨夜の嵐が嘘の様に海は凪いでいた。いつもなら、その海に異変がないことに、軽い失望を覚えるところだ。

　しかし、その朝はいつもと違っていた。

　まぶしい朝日が反射する浜辺に目を凝らすと、見慣れぬものが打ち上げられている。

　初めは魚か流木の類だろうと思ったが、それにしては大きかった。それに朝陽を受けてキラキラと光っている。

　海からの漂着物は珍しくはない。特に嵐の後は色んなものが流れ着く。

　だから、近付いたのは単純に好奇心からだった。

　そして、その固まりが波打つ金の髪と一糸纏わぬ白い裸身だと認識できたのは、そちらに向かって歩き出した直後の事だった。




（エリン──）




　王子は心の中で、彼の人魚の名前を呼んでいた。




　　　◇◇◇




「イエルト！　イエルトはおらぬかっ！！！」

　尖塔が並び立つ堅牢な城いっぱいに、王の怒鳴り声が響き渡っていた。

　同時に石床を叩く激しい靴音も響く。後ろからおろおろと小姓も小走りでついてきていた。しかし、激昂のあまり歩く活火山と化している王を、止めるには遠く及ばない。

「裸体の娘を連れ込んだと言うのはまことかぁっ！！！！」

　怒声を上げながら、王は王子の私室に踏み込む。

　部屋の主は、柳に風と言った風情でにっこり父親を迎え入れた。

「これはこれは父上。ご機嫌麗しゅう」

「麗しゅうないわ！　聞いたぞ！　若い娘を城に連れ込んだと言うのは真か!!」

「下世話な言い方は御慎み下さい。浜辺で気を失っていて、ただ事ではなさそうだったので、介抱する為に連れてきただけですよ」

「む！　本当か!?」

「それともなんですか？　意識を失い倒れていた者を見過ごせと？　彼女が我が国の民ではないと言い切れないのに？」

　王族たる者、国家と国民を守るのが基本的な建前である。王子は暗にそれをあてこする。

「いや、それは…!!」

「大体、父上のように大声で触れ回る仰りようの方が、よほど外聞を憚ると存じますが」

「いや、しかし！」

　尚も言い募ろうとする王の声を遮るタイミングで、奥の寝室から恰幅の良い侍医が顔を覗かせた。

「殿下、娘が目を覚ましました」

「あ、そう。今行くよ」

「おい！　イエルト！　話はまだ…」

　終わっていないと言いかける王を無視して、イエルトは寝室の扉に近付き、視線で侍医に診立ての先を促す。恐れながらと、国王父子のこんな状況に慣れている医者は患者の様子を告げた。

「殿下が仰っていた通り、外傷などは見当たりませんし、暴漢に襲われた形跡もありません。脈も落ち着いておりますし、今は意識もしっかりしているようです。ただ、どうも声と記憶が…」

　侍医の潜めた言葉にイエルトは形のいい眉を顰める。

「──分かった。ご苦労でした」

　王子は思慮深く目を細めると、首を振って侍医を退室させた。

「おい！　イエルト！」

「だから大声は控えてください。病人に障ります」

　今のところ異常はないとの医者の言だったが、それでも倒れていた娘である。安静が必要だろう。

　あっさり無視され続け、尚且つ問答無用で押し返されて、王のこめかみがぴくぴくと動く。しかし、王子は引かなかった。

「お話はまた後ほど。彼女を見舞ってきます。色々と確かめねばなりませんし」

「そんな素性の怪しい娘、お前が自ら関わる必要はないだろう。今がどんな時期か分かっていないわけでもあるまいに、医者や家来に任せればよいではないか」

　彼女の身元を調べたいなら、城には専門の調査機関がちゃんと存在する。王はそれを指して言った。王子であるイエルト自ら相手にする必要はない。しかし、イエルトは聞き入れなかった。

「私が拾ったんです。責任上、ちゃんと私が面倒を見ます」

　まるで捨ててあった仔犬か仔猫を拾ったような言い方である。

「しかし今、お前は…！」

「解った事はすべて報告いたします。では父上、後ほど」

　王の言葉を遮って、王子の足が寝室に踏み入れられると、父の目の前で扉がパタンと閉ざされる。

「む～～～～!!」

　やり場のなくなった憤りを吐き出すかのように、王は獣じみた唸り声をあげた。腹が立つことに、この王子は言い出したら決して聞かないのだ。優しげな顔をして、実は相当頑固者だった。血は争えないと言う事だろうか。

　王とて傷付いたものを何が何でも放り出せと言うほど非情ではない。無理を通そうとすればこじれる可能性もないではない。

　とりあえず王として現状は把握した。あとは息子の報告を待つしかあるまい。

　そこまで考えてようやく気を落ち着けると、それでも王は悔し紛れに舌打ちをしながら、王子の部屋を出て行く。従者が慌てて後を追いかけていった。




　　　◇◇◇




　海に面した寝室のバルコニーは窓が開け放たれており、爽やかな風が寝台を覆う天蓋のレースを微かに揺らしている。

　大人が横になって五人は寝られそうな広いベッドの真ん中で、少女はいくつもの羽根枕を背に、寝間着姿の半身を起こして身体を預けていた。

　美しい少女だ。長い豊かな金髪。きめ細かい透き通るような肌。白い首は水鳥を思わせるほど細く、手足も細い。抱き上げて運ぶ時は裸体を慮り、騎士道として自分の上着をかけたが、それでも布の下のしなやかな皮膚が形作る娘らしい丸みは感じられた。

　まっすぐ通った鼻梁とふっくらとした唇が、上品さを醸し出していた。

　金の睫毛に縁取られた、大きなマリンブルーの瞳が、不安げに揺れている。

「大丈夫？　どこも痛くない？」

　イエルトは優しい表情で問いかける。

　少女は声もなく肯いた。

「そう、良かった」

　王子の柔らかい笑顔に、少女の頬がほんのり赤く染まる。

「何故あそこに倒れていたか、覚えているかい？」

　彼の問いに、少女は悲しげに首を横に振った。

「じゃあ、自分が誰かは分かる？」

　どこまでも優しい声に、少女は必死に考え込む素振りをみせたが、やはり答えは出ない。

「いいよ、無理しなくて。少しゆっくりしたら思い出すかもしれないしね。それまでここにいればいい」

「………」

　萎縮するように見上げる瞳は、いいのか、と問うているのだろう。

「大丈夫。ちゃんと僕が守ってあげるから」

　腰を落とし、目線の高さを合わせて約束を口にする王子に、ますます少女の頬は赤くなる。

「そうだね、でもとりあえず、呼び名は決めた方がいいかな。名前がないと不便だし…」

　王子はそう言いながら、窓の外に眼をやった。潮風が波の音を運んでくる。

「僕が決めて構わないかい？」

　少女は眩しそうに彼を見つめると、こっくりと肯いた。

「そうだね、じゃあ…エリンって言うのはどうかな」

　その名は「海の娘」の意味を持つ。海神信仰のさかんなこの土地で、海の加護を願う親が女の子によくつける名前だった。

　少女は不可思議な瞳で逡巡すると、再度肯く。

「じゃあ、エリン、よろしくね」

　差し出された王子の手をそっととると、少女は初めて零れる様な笑みを浮かべて彼の手を握り締めた。




　　　◇◇◇




「あらあら。それでその娘は美しかったんですの？　陛下の事ですからちゃんと覗いてらしたんでしょ？」

　ころころと楽しそうな王妃の笑い声に、王はむくれた顔になった。

「ちゃんと覗いたとはなんだ。人聞きの悪い」

「あら、ドアの隙間から見えなかったんですの？」

「見えた。美しい娘だったな」

「ほらやっぱり」

　そのやっぱりが、王がきっちり覗いていた事に対してなのか、娘が美しかった事に対してなのかはこの際捨て置いて、彼は苦虫を潰した顔になった。

　王子の寝室のベッドは扉を入って右の奥にあるが、万が一の場合、内部の様子を窺えるように、室内の柱に装飾にさりげなく紛れさせて細い鏡を配置してある。直接目を合わせなくても侍従等が状況を把握して的確に動けるようにするためだ。

　やや遠目だったとは言え、そこに映っていた少女は充分に美しい事が見て取れた。

　イエルトも分かっていていったん扉を開けたのだろう。

　件の相手の顔も見ずにその場を立ち去ったとあっては、王として無駄足もいいところである。

「しかし…見覚えのある顔立ちではなかったな」

　たとえば国内の王侯貴族達なら、その古い血筋ゆえに顔立ちに多少の特徴はあるものだ。しかしパッと見で思い当たる血筋はなかった。下々の娘か、あるいは異国の者の可能性もあるだろうか。

「でもイエルトは御執心なのですね」

「だから問題なんだ」

「婚礼を控えているからですか？」

「当たり前だろう。他に何がある」

　イエルトは隣国の姫と婚約したばかりであった。間近に迫った花嫁の輿入れに、国を挙げての祝賀準備で、王子自身、他人の面倒を見る暇なぞない筈だ。イエルトとて分かっていない訳はないが、それでも押し切ろうとしていた。何を考えているか、王にはさっぱり理解できぬ。

　王妃はそんな王の心を慮るようにゆっくりと口を開く。

「あの子にも色々と思うところがあるのでしょう。対外的には婚礼に備えて私の縁ゆかりの者を侍女として用意した、と仰ればいいわ。あとは皆、勝手に邪推してくれるでしょう」

　おっとりとした口調とは裏腹に、王妃はしれっとそんな事を提案した。

　頑固な性格は父譲りとは言え、元来無茶を言う王子ではないのである。

　年頃の王子に専用の侍女を用意するのはよくある事だ。公然の秘密ではあるが、夜伽専門の侍女である。嫡子は血統の存続も必須義務であるから、火遊び防止も兼ねて専門の技能者をあてがうのである。勿論正妃とは別であるから、名目上はただの侍女だ。但し、王子が気に入ればそのまま妾妃になる場合も少なくない。

　王妃の息がかかっているとあれば、当然周囲の者の扱いも慎重になる。

「よいのか、それで？」

　王としては素性の知れぬものをあてがうのは甚だ不本意である。それにあの娘と王子がどうなるにせよ、危うさが付きまとう事になる。

　しかし王妃はそんな王の懸念を一笑に付した。

「その昔、地位も見目も良い事に、色んな美女と散々浮名を流した貴方が何をおっしゃいますか」

「昔の話をするな！」

　若かったのだ。精悍で傲慢とも言えるほど怖いもの知らずだった王子時代、彼に色恋の噂は絶えなかった。その相手は素姓の良い者ばかりではなかった筈である。息子に同じ轍を踏ませまいと思うほど殊勝な性格ではないが、危きには近寄らぬのが為政者としての基本と言える。そんな王に半ばあきれた目を向けながら、王妃は穏やかに答えた。

「はいはい。…それにイエルトは馬鹿じゃありません。その娘の素姓が何であれ、ちゃんと正しい判断が付く子ですよ」

「それは、そうかもしれんが…」

　言いながら、王は渋い顔になった。幼馴染みでもあり、幼い頃からお互いをよく知っているこの王妃は、短気直情を以て民に怖れられるバディアックの王にとって、唯一勝てぬ相手でもある。

　王の心がぐらぐらと揺れる。確かに敵を作りやすい王の性格を反面教師としたのか、イエルトはその優しげな風貌に反して臣下に付けこむ隙を与えない、そつのない青年だった。時々そのあまりのそつのなさにやり込められるのが腹立たしいが。

「ではあの子をお信じなさいませ」

「むぅ…」

　是とも非ともつかぬ呻き声を出して、王は折れた。

「少しだけ、様子を見るか」

　ようやくそれだけを絞り出す。

「そうなさいませ」

「だが期限付きだぞ」

　念を押すように、王の声に力が籠る。

「分かっておりますよ。わたくしも、あの子も」

「……ならばよいのだがな」

　王は私室のソファに深く腰掛け、サイドテーブルに置かれたナイトキャップの酒を一気に煽った。







２．波打ち際




「あそこが、君を見つけた場所だよ、エリン」




　イエルト王子は浜辺の先、流木が溜まっている一角を指差した。まだ夏の名残があるとは言え、朝の浜辺は潮風で肌寒い。

　エリンは侍女の手によって長い金髪を結い上げられ、髪の色に合わせて琥珀色のドレスを着せられていた。焦茶地に金糸の抜いとりのある帯で締められたウエストは、大男ならば両手で掴めそうなほど細い。

（彼女も…これくらいだったかな？）

　横目でちらりと覗き、つい、以前一度だけ会ったあの少女と比べてしまうのは、男としての性だろうか。

　浜辺を歩く彼女の足は歩き慣れぬかのように覚束ず、それでも何とか一人で歩こうとしていたが、三度躓きかけた後に諦めてイエルトの腕にすがりついた。

　イエルトの肩に届くか届かぬかの背も彼女と同じくらいだ。

　岩場の階段を降りる時だけは、さすがに勾配が急で危なかったので縦抱きに抱き上げたのだが、彼のちょうど耳元に当たるふくよかな胸のあたりから速い鼓動が感じられて戸惑う。首に軽く巻き付けた腕も微かに震えている。彼女の緊張感が伝う染つりそうになって、手に力が入りそうになるのを堪えた。

　見た目どおり華奢で軽い身体だ。

　目が合って微笑みかける度に頬を染めて俯いている。

　春告げの、早咲きの菫のように可憐だった。

「どう？　何か思い出せそうかい？」

　指差す先に視線を送ったが、エリンは眉根を寄せて考え込んだまま、ゆっくり首を横にふる。

「そう…」

　相槌を打ちながら考え込む。

　一応近隣の村にも調べの手を入れたが、彼女の傷ひとつない手や侍女に世話される事に慣れた様子を見れば、労働階級の生まれでない事は一目瞭然だった。しかし良家の子女が行方不明ならば、とっくにイエルトの耳に入っているだろう。あとは訳ありの娘の筋。地位あるものの隠し子や、売られた没落貴族の娘と言ったような。そうなると彼女の存在自体を隠している場合もあるので、おいそれとはつつけない。

　イエルトの言葉に肯いたり否定の意を表したりするあたり、耳は聴こえている筈だが、それでも長文になると、言葉を読み取ろうとじっと彼の顔を伺う節がある。この辺りでは珍しい金の髪は、異国のものと思えなくもない。しかし、例えば異国奴隷なら、違法ではあるが持ち主の焼印を入れるのが普通である。イエルトに向ける無邪気で純真な表情を見る限り、逃げてきた奴隷とも考えにくかった。

　記憶を失っているならそれを取り戻すのが一番良いのだろうが、失ったきっかけが分からない限り下手に刺激するのは得策ではない。例えば怖い思いをして記憶を無くしたのだとしたら。

　考え込むイエルトの様子に不安を覚えたのか、エリンが彼の袖口をそっと掴む。

「ああ、ごめん。大丈夫だよ。きっと君の帰る場所を見つけてあげるから」

　子供をあやすように、その頭をそっと撫でた。

　エリンは何故か、少し悲しげな瞳を見せて、イエルトの言葉に肯いた。
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『君の帰る場所を見つけてあげるから』

　王子のその言葉は、彼女の胸に少しだけ淋しさを降り積もらせる。

　故郷を愛していないわけではないし、そこにいれば彼女には何の不足もない穏やかな日々が約束されていた。

　けれど、ずっと外の世界に出てみたかったのも本当だ。

『やめておきなさい、外なんて。下賤で強欲な人間たちが闊歩するところよ？　なんでそんな場所に行きたいのか、全然分からないわ』

『ここにさえいれば何の不足もなく幸せに暮らせるのに、どうして外の事なんか知りたがるの？』

　異口同音の問いや戒めを何度聴いた事だろう。

　確かに外の世界には、幼い少女には思いもつかないような醜いものもあるのだろう。だけどそれ以上にワクワクするような不思議や秘密、美しいものだってあるかもしれないではないか。

　平穏な世界に在りながら、少女の想いは常に外に向いていた。噂に聞くだけで、決して少女が触れ得ぬ様々な仕組みの中で暮らす人々。

　好奇心と知識欲が彼女を支配する。

　だから父親に外遊を許された時は嬉しさのあまり興奮して眠れなかった。

　外の世界。

　彼女の知らない未知の世界。

　母や姉達が眉を潜める猥雑な、けれどそれだけではないかもしれない人間たちの世界。

　そしてそこに、彼はいた。

　優美な面差しと知性を宿した眼差しをもって。

　少女にとって、未知数でただの憧れだった世界は、王子と言う強烈な一本の火矢となって彼女の胸を射た。

　このひとを、知りたい。

　傍にいて声を聴き、その動作ひとつひとつを見つめて、彼を形作るすべてを知りたい。

　自分は帰りたいだろうか。

　いや、帰りたくなんかない。

　色々なものを振り切ってここまで来た。そして王子は今、目の前にいる。

　だから…ごめんなさい、もうしばらく記憶がないふりをさせて欲しい。ずっと、なんて言わないから今だけ傍にいたい。

　叶うなら、もう少しだけ。

　荒れ狂う海のような欲望を前に、少女は後ろめたさを胸の奥にしまいこんだ。
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　イエルトの日課だった朝の散歩には、エリンが必ず同行するようになった。

　日中は彼も多忙と分かっているのか、少女は侍女に傅かれ大人しくしている。

　けれど早朝、朝食前のひと時だけはそっとイエルトの部屋をノックし、彼の手を取って海の方を指差すのだ。

「いいよ、行こうか」とイエルトが答えると、ぱっと顔を輝かせて笑う。

　生まれたばかりの雛が初めて観たものを親だと思い込むかのように、彼女はイエルトの後を付いて歩いた。

「彼女の倒れていた海を見る」と言う事が事の解決に繋がるとは、いまひとつ言い難い。そもそも彼女が本当に記憶を失っているのか、もしくは帰りたい場所があるかも謎である。記憶を失ったにしては、少女はいつも屈託がなかった。

　しかしイエルトにとって、彼女といるのは単純に楽しかった。

　口が利けない分、表情や仕草で感情を丁寧に読み取る。彼女もイエルトが話す時は、一生懸命彼が発する全てを見ようとしていた。外見からすると、成人したばかりのイエルトよりせいぜい２、３歳下と言ったところだろうが、表情はそれより更にあどけない。

　混じりけのない単純で純粋なやり取りは、普段、修辞や建前にまみれた王子と言う立場にあって、新鮮で心地いいものだったのだ。

　イエルトの言葉なら、どんな内容であっても彼女は興味深そうに聞いていた。

　エリンの口が利けないのも幸いしたのかもしれない。

　つい、普段なら誰にも言わないであろう事さえ、彼女には話していた。

　やがて国を統べる彼の立場、切っても切れぬ海と国民の日常生活との関係、政治経済に関わるような小難しい事でさえ、エリンは熱心に聞いていた。

　勿論極秘事項などは避けたさわり程度の内容ではあったが、彼女に話す事で滞っていたり拗れていた案件が整理され、新しい道筋を見いだせる事もあった。

「ご覧、あの辺りから色が違うのは、海の深さが変わるからだよ。それに一日の内でも色んな色に変わるだろう？　僕にとってはどんな宝石よりも目を奪われる世界だ」

　イエルトの海を賛美する言葉は、神秘的な呪文のようにエリンの耳に響いた。

「今はこんな穏やかで美しい海だけど、時には恐ろしいほどに荒れ狂い、多くの命を奪っていくこともある。逆に多くの恵みを与えてくれる事もね。だから我が国の民達は、畏れと愛情を以て海神に祈りをささげるんだ」

　エリンは瞳を閉じてその祈りに想いを寄せる。

　海に寄り添う国と祈りを捧げられる海神。美しい神話の世界。

「もっと話を聞きたいかい？」

　少女は嬉しそうに頷いて先をせがんだ。

　ゆるりとした、美しい時間が二人を包み込んでゆく。
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　昼間は政務で多忙な王子に代わり、王妃がエリンを傍に召す。

　ほどなく王妃ローゼリアにとって、エリンはお気に入りの娘となっていた。

「レースのリボンを髪に編み込んでみるのはどうかしら。もしくは首に巻いて後ろで結んでみるとか？」

「それでしたら王妃様、髪飾りはこちらの方が」

「でもこの子は顔が小さいからアクセサリーは最低限の方が上品だと思うのよ。それに首筋から鎖骨へのラインの美しさは生かしたいわよね」

「そうしますと首飾りは華奢なものがようございますわね…」

　鏡の前で王妃とその侍女達に囲まれ、やや気後れした面持ちではあるものの、エリンは素直に着せ替え人形となっている。

「ごめんなさいね。つい自分にこんな娘がいたらと思うと楽しくて」

　王妃のはしゃいだ顔にエリンの顔もついほころんでいた。美しく着飾った姿をイエルトに見て貰えればと思えば心が浮足立たぬでもない。

「イエルトもね、結構女顔だから小さい頃は色々と遊べなくもなかったのだけれど…あれだけ大きくなってしまうとさすがにもう無理でしょうしね」

　嘆くような言葉は意味深で、どう受けとっていいか大変微妙である。

「さあ、立って見せてちょうだい。…ああ、やっぱりドレスは薄紫ラベンダーで正解だったわね。ちょっとくるっと回ってみてちょうだいな」

　言われるがままその場で回転すると、たっぷりひだをとったスカートが花のように広がった。

「素敵ですわ、王妃様。エリン様は姿勢も綺麗でいらっしゃいますし、せっかくですから宮廷作法やダンスもお教えしてみては」

「そうね。やってみる？」

　エリンに向けられた後半の言葉に、彼女はこっくりと肯いた。それがどんな事でも、イエルトの傍にいられる事に繋がるならと思ったのだ。




「それで…これが王妃様の渾身の作ですか」

　昼食の席、ゆうに二十人は食事ができる王族専用食堂ダイニングで、王妃自らの手で着飾らされたエリンを見てイエルトは笑顔を引き攣らせて言う。エリンが王妃の玩具と化していないか一抹の不安が生じた。

「あら、そんな言い方。彼女に失礼よ」

　王妃はまったくこたえなかったが、当のエリンは恥ずかしそうに頬を染めて俯いてしまった。やはり似合わなかったのではないだろうか。

　鏡の前ではそれなりに舞い上がっていたが、イエルトの前に立つと、慣れていない華美なドレスや宝飾類は身の丈にあっていないようで心がしぼみ始める。そもそもこのドレスは少し胸元が開き過ぎではないだろうか。さすがに胸の谷間は見えていないが、鎖骨はくっきりと露わになっていた。王妃自ら選んでくれたものとは言え、些かはしたなくはないだろうか。

　現にイエルトはエリンを全く見ていなかった。

「ちなみに王妃殿、彼女に変な事を教えていないでしょうね」

　見ているのはローゼリアの事ばかりだ。

「何の事かしら。それよりつい楽しくて夢中になりすぎたせいかしら、空腹なのだけど席についてもよろしくて？」

「…どうぞ」

　しれっととぼける王妃の後に従って、無表情のイエルトの横を足早に通り過ぎようとした時、エリンは軽く腕を取られた。

「すごく、きれいだ」

　他の誰にも聴こえぬような声が、耳元でそっと囁く。

　空耳かと振り向くと、王子が小さく片目を瞑るのが見えた。

　エリンは更に真っ赤になって俯く。耳元で小さな貝殻の形のイヤリングがしゃらんと鳴った。

　結局、その日の昼食のメニューがどんなものだったかは全然覚えていない。

　会議で遅れてやってきた王は、それぞれの微妙な空気に首をかしげたが、あまり興味もなかったのか何も言わなかった。




　王妃の計らいで、エリンは様々な事を学んでいった。

　水が砂に沁み込むように、教えた事はさらさらと吸収していく。

　身のこなしさえ覚えれば、王子の侍女として扱うには何の遜色もなかった。

「王子の傍にいたい？」

　少女を膝元に侍らせて尋ねる。少女は強く肯いた。

「どんな立場であっても？　その気持ちは変わらないかしら」

　王妃の言葉の意味が分からぬように、エリンは首をかしげて見せる。その純粋な愛らしさに、思わず王妃の相好が崩れる。

「まだいいわ、考えなくても。いずれ…その内、ね」

　王妃はエリンの髪に手を置いて、その金糸を指で梳いていた。
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「少しはしたない事をしようか」

　いつものように人気のない砂浜を二人きりで歩きながら、悪戯めいた瞳を見せてイエルトが言った。

　エリンはきょとんとした顔でイエルトを見上げる。

（ナニ？　ハシタナイ？）

「王妃様には内緒だよ？」

　イエルトは口元に人差し指を立てると、おもむろに自分の靴と靴下を脱ぎ始めた。

　手近な岩の上にそれらを置くと、波打ち際を裸足のまま歩き始める。さざ波が彼の素足を濡らしては去っていく。

「気持ちいいよ。やってみるかい？」

　ぽかんとした顔をするエリンに、イエルトは促した。貴婦人に人前で靴を脱げなどと本来は失礼極まる行為だが、エリンなら気にしないだろう。むしろ好奇心の塊のような少女だ。砂の上を歩くのもかなり慣れてきていたし、未知の領域を前にとどまる事はあるまいと踏んだのだ。

　案の定、彼女は意を決したように自分の靴を脱ぎ、薄絹の靴下も脱ぎ捨てると、そっとドレスの裾をたくし上げてそろそろと波打ち際を歩き始める。瞬く間に彼女の白い華奢な足が波に洗われていった。

　冷たい水が心地よく、砂を踏みしめる感触も面白い。

「どう？」

　訊ねるイエルトにエリンは微笑んでみせる。濡れた砂の上を自分の足で歩くなんて初めてだった。

「よかった。きっと気に入ると思ったんだ」

　子供のように王子が笑う。それが嬉しくてエリンもはしゃいだ顔になった。

　歩いた場所に足跡ができては、波が消していく。波が引いた後に綺麗な貝を見つけた。思わず、スカートの裾が濡れるのにも構わず屈んで拾う。付いていた砂を波で洗うと、綺麗な薄桃色が目に焼き付いた。

　イエルトに見せると、彼も嬉しそうに笑って「桜貝だよ」と教えてくれる。

　もっと探そうとして二人とも腕や膝下がびしょ濡れになった。

　これでは王妃に隠そうとしても無理だろう。

　こんな他愛のない事が、楽しくて仕方がない。

（傍にいたい？　どんな立場にあっても？）

　考えるまでもない。エリンは今、この上もなく美しい夢の中にいた。
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「！」

　ひとけのない廊下で、背後から不意に腕をとられて転びそうになった。

　何とか転倒は免れたが、後ろ向きのまま引きずられるようにひっぱられ、不自然な体勢のまま近くにあった衣裳部屋に引きずり込まれる。掴まれていた腕が離され、ようやく相手の姿を確認する事が出来た。

「あんたがエリンね？」

　腰に手を当て、エリンの胸のあたりで居丈高な声を出したのは、豪奢なドレスに身を包んだ、まだ十にもなるかならないかと言う少女である。

「私はヴァルター家のリリアナ。王妃であらせられるローゼリア様は私の伯母様で、イエルト兄様は従兄弟にあたるわ」

　幼いながらもはっきりとした物言いだった。

「言っとくけど！　イエルト兄様が優しいからって誤解しないでよね。兄様は誰にでも優しいの！　それに…もうすぐリステルのお姫様と結婚なさるんだから。婚礼後にお住まいになる離宮の準備だって着々と進んでるんだから！　だから思い上がらないように忠告しておいてあげる」

　一気にまくし立てた。縦に巻かれて結ばれたツインテールが、少女の興奮を表すように揺れている。紅潮する頬が、少女の秘めていたのであろう想いを曝け出していた。

「だから…、お気に入りの侍女なんて言ったって、一いっ時ときの事なんだから！　本当は…本当は私がイエルト兄様と婚約するはずだったんだから！」

　今にも泣き出しそうな声にエリンは戸惑う。この、プライドの高そうな少女の頭を撫でたりしたら、それこそ火に油を注ぎかねない。だから床に膝をつき、視線を低くして少女を見上げた。

　つまりは、この少女は従兄弟であるイエルトにずっと淡い想いを抱いており、更には婚約者候補となれるほど近しい地位にあった、と言う事なのだろう。しかし政治の急変がその夢を潰えさせた。

　傷心のさなか、怪しい娘が王子に近付いた事を知り、慌てて牽制しに来た、というところだろうか。

　エリンは跪いたままリリアナを見上げ、安心させるように微笑んでみせる。声は出ないので、敵対するつもりはない、という意思表示である。そんなエリンの態度は、リリアナにとって予想外だったらしい。

「…あんた、本当に口が利けないの？」

　少女は今更、高貴な者独特の無遠慮さで訊いてきた。エリンは黙ってうなずく。

　声は出ない。出ていたら、背後から引っ張られた時に思わず悲鳴をあげていただろう。

「記憶もないって本当？」

　恐る恐ると言った問いに、今度は一瞬間をおいて、もう一度肯いた。リリアナは一瞬己の行為を恥じ入るかのように、僅かに唇を噛んで俯く。

「そう。べ、別に同情なんてする気はないけど！　でも、記憶や身元が分かったらさっさと城を出ていくのね。そ、その方があんたの為なんだからっ」

　それだけ言うと、気まずくなったのか身を翻して衣裳部屋から走り去ってしまった。

　突然現れて去っていった小さな台風に、エリンは半ば呆然と今の出来事を反芻する。愛らしくも生気に満ちた少女だった。ずっと、優しい歳上の従兄弟に憧れていたのだろう。今回の仕儀は潰えた初恋の八つ当たりもあったかもしれない。勝気ないじらしさに我知らず頬が緩んだ。

『リステルのお姫様と結婚なさるんだから…』

　知っていた。王妃や侍女たちはエリンの微妙な立場を察し、敢えて触れぬようにしていたが、国を挙げての祝典である。当然準備は進められているし、華やぐ空気に話は漏れ聞こえてくる。その事実を慮って、エリンに胡乱な目を向ける者もいないではない。

『イエルト兄様が優しいからって誤解しないでよね』

　少女の声の一部が蘇り、胸に小さな棘を刺す。

　気位の高い声。恐らくは最後の切り札をみせるような。

　心臓のあたりに手を当て、目を閉じる。鼓動が少し早かった。

　確かにイエルトは優しい。

　素姓の定かでない自分に、これ以上は無いほど良くしてくれている。時折、優しさだけではないのではないかと錯覚させるほどに。

　しかし『エリン』と自分を呼ぶイエルトの瞳は、いつも自分を通してその奥に誰かを映している気がしていた。

　誰かと比べているような、エリンという名の向こう側にいる愛しい存在があるような。

　婚約者の事を想っているのだろうか。

　しかし想う相手ともうすぐ式を挙げるなら、こんな苦しげな眼差しで自分エリンを見るだろうか。

　恐らくは彼自身でさえ気付いていないだろう、砂浜で時折見せる、どこか遠くを見つめる彼の切なげな瞳。水平線に向けられていた、彼の深意。

　他に誰か、想う相手がいるのではないだろうか。

　もしそうなのだとしたら……。

　本心を押し殺して国の為に愛してもいない隣国の姫と結婚するのだろうか。それは彼にとって辛い事ではないのだろうか。

　胸の奥に熱い塊がこみ上げ、瞳の奥から目蓋を通って流れ出しそうになったが、その寸前でせき止めた。両掌で顔を覆い、ゆっくりと息を吐く。しばらくその体勢のままじっとしていた。

　やがておもむろに立ち上がると、ふらふらと歩き出す。

　衣裳部屋を出て廊下を曲がり、城の裏側から浜辺に降りる通路へと向かう。

　波の音が聴きたい。

　ただ、一人になりたかった。




　　　◇◇◇




　満潮の近い午後の浜辺は、いつもより狭くなっていた。

　心なしか波も高い。

　波打ち際より少し内側に立っていた筈なのに、いつのまにか靴とドレスの裾が濡れていた。

　どうしよう。ぼんやりとそんな事を考える。

「ダメじゃないか、一人でこんなところに来ちゃ」

　さくさくと砂を踏む音を連れて、イエルトの声が届いた。

「警護の者に君がここに来ていると聞いたんだ。最近物騒な輩もいなくはない。危ないよ」

　振り向いたエリンと相対し、イエルトの手がのばされ、彼女の白い頬に触れる。

「どうして泣いてるんだ？」

　問われて初めて気付いたように、彼女は自分の指で濡れた頬の跡を辿った。

　うそ、泣くなんて。そんなつもりはないのに。

「何か…思い出したの？」

　その問いが引き金となって、王子を見上げたエリンの瞳が迷子の子供のようにいとけなく透きとおる。溢れる涙で、海を映したような瞳が見る見る滲んで溺れた。混乱する感情の波をうまく制御できず、ただ涙と言う形で吐き出すかの様に、次々涙は溢れてくる。

　彼女は更に首を横に振った。

　こんなのはおかしい。彼を困らせるだけだ。

（チガウ、ナンデモナイ。ダカラワタシヲミナイデ──）

　そんなつもりで彼から遠ざかろうとした身体は、その直前に腕を引かれて抱きしめられていた。

　決して強くはない、柔らかい檻のようなイエルトの腕が、子供をあやすようにその背を撫でる。閉じ込めようとする強さがない分、逃れられない。

　突然の抱擁にエリンの身体は一瞬強張ったが、抗う事ができずされるがままになってしまった。

「思い出したくないなら…無理に思い出さなくてもいいんだ」

　首の斜め後ろのほうから、くぐもった声が聞こえる。

　なぜ？　ずっと身元不明の娘がいたら王子は困るのではないだろうか。

『もうすぐリステルのお姫様と結婚なさるんだから』

　それは、エリンの存在を否定する言葉だ。いつまでも彼の傍にいるわけにはいかない。

　けれどイエルトの胸は大きく、その腕は暖かかった。それだけで、彼女は限りない安堵を感じて動けなくなる。

　胸の奥が痛む理由はわかっている。自分はその為にここに来たのだから。

　決して告げることの出来ない秘密を胸に抱いて、今この刹那だけの幸福をエリンは噛み締める。




　波が、二人の足元を濡らし始めていた。







３．城下




「少し城下にもおりてみるかい？」

　そう提案したのは、少女の様子が塞いでいるように見えたからだ。

　イエルトの提案に、エリンは一も二もなく肯く。イエルトとならどこへ出向くにも異存などある筈がない。

　入江の先端に立つ城の、崖とは反対側になだらかな丘陵となった林を抜けると、石造りの城下町が広がっていた。

　賑やかな港町である。

　海や街道を介して人の出入りも多いから情報も集まりやすい。

　お忍び用の地味な服とローブ付きのマントに身をやつし、イエルトの愛馬に共乗りして街へ降りた。イエルトの指図で護衛の従者は、数メートル後からその姿を見せる事無く随行している。

　石畳で整えられた往来の、看板が並ぶ商家の軒先をゆっくり進むと、エリンは物珍しそうに馬上からあたりを見回していた。城内とはまた違った人々の活気に、目を輝かせている。市場通りでは路上に露店が並び、魚や野菜、果物などを売り買いする人々の喧騒に満ちていた。彼女があまりに嬉しそうなので、少しだけ馬を下りて露天商をひやかす。色鮮やかな石が散りばめられた銀細工の装飾品が、所狭しと並んでキラキラと輝いていた。

　細い裏通りに入ると、酒樽の絵が付いた看板の前で馬を下り、隣の厩から出てきた下男に手綱を預けて店に入る。ともするとかなりいかがわしい雰囲気にエリンはたじろいだが、それでもイエルトと一緒ならばと彼の袖を掴んでついていく。

「おいおい、まだ開店前だ。それにうちは安酒ばかりでお貴族様の来るような店じゃないんだがね」

　その眼力によるものか、目立たぬ身なりをしていても下町の人間でない事は雰囲気で分かるらしい。

　入り口から想像するよりはずっと奥に広い店内の、カウンターの中から聞こえる主人のだみ声に、イエルトは目深にかぶっていたフードを外し、慣れた様子で言葉を返した。

「冗談だろう？　奥の酒棚にとんでもない逸品を隠している事を僕が知らないとでも？」

「イエルト様！　ここんとこお見限りだったじゃないですか！」

　客の正体に気付き、酒樽のような体型をした主人は嬉しそうな声で両手を広げた。たまに世間勉強と称して紛れ込んでくる貴族の息子ボンクラどもを警戒しての言葉だったが、この王子は以前からの馴染みである。特に日暮れ前の準備時間は秘密の情報交換などで一部の限られた客にだけ入店を許される時間帯でもあり、彼はその特別枠の一人だった。

　客がにぎわう時間帯はさすがに偽名を使って目立たぬようにしているが、顔見知りだけの今の店内においてはそれも無礼講である。

「もうこんな汚い店の事なんか忘れちまったかと思ってましたよ。イエルト様ならいつでも大歓迎だ。ワインですかい？　それともマラカ酒を？」

「ありがとう。ところで…彼はいるかい？」

　イエルトの意図を素早く察し、主人は奥の席に目を向けてにやりと笑った。

「奴ならいつも通り飲んだくれてますぜ？」

　主人が顎で示した通り、店の片隅のテーブルでは、箒を逆さにしたような頭をした隻眼隻腕の男が鼻の頭を赤くしてグラスを傾けていた。年齢不詳のその男は、焼けた肌と刻まれた深い皺が恐らく五十は下らないと思わせるが、目の奥に光る生気の強さは、その実若いのかもしれない。とっくにイエルトに気付いていたらしく、グラスをイエルトの方に掲げて見せた。卓代わりの酒樽の上には、ピスタチオの殻が無造作に転がっている。

「彼と僕にはマラカ酒を、彼女には果実水を頼む」

「畏まりやした」

　オーダーを聞いて、店の主人はカウンターの中へ戻った。

「古い知り合いなんだけど…もし怖かったら外で待っててもいいよ。テラス席で、護衛を呼んで傍にいさせればいい」

　自分の陰に隠れていた少女に問いかけると、エリンは緊張した顔で、それでも果敢に首を横に振った。王子の顔に微笑が漏れる。この少女は意外と負けず嫌いらしい。

　それならばと二人並んで赤ら顔の男に近付いた。

「おやおやこんな場末に王子様のお越しとは！　そろそろ年貢の納め時だという噂だがねえ」

「生憎僕は納められる側でね」

「違いねえ！」

　それを聞いていた周囲の者たちがわっと湧いた。

「いいのかい？　こんないかがわしい所に出入りしてたらまたぞろ誰かさんの雷が落ちるだろうに」

「避雷針は撒いてきたけど？」

　面倒くさい案件を、いくつかこっそり押し付けてきた。王はいつにもまして多忙な筈だ。

「食えねえなあ、相変わらず。本当にファラント王の息子か？」

　不敬とも言えるその口ぶりに、イエルトはにやりと笑って見せた。

「父上は面倒くさがりだから、迂遠なやりとりが嫌いなんだ」

　その性格で国と宮廷を牛耳っていられるのだから、それも一種の才能と言えなくもない。

「あんたにかかっちゃ、あの『雷王』も形無しだな」

　男は大げさに肩を竦めて見せた。

『雷王』はイエルトの父であり、この海辺の国バディアックの王、ファラントの別称である。もっともその雷の矛先は無能な役人や貴族に向くことが多いので、下々の者たちは愛情を込めて密かに彼をそう呼ぶ。

「ロイド、紹介しよう。エリンだ。エリン、彼はロイド。元船乗りで色んな事を知っている」

「初めまして。あんたが殿下が拾ったという真珠貝かい」

　ロイドは海の男特有の、潮焼けした声で挨拶をした。エリンの存在についてはおおっぴらにはしていないので、知る人ぞ知るといったところだが、この男はその一握りに含まれる地獄耳であった。

「彼女の身元を知りたい。何か心当たりはないか？」

　城の者にも調べさせてはいるが、何せ事が漠然としすぎているせいか今のところ大した収穫はない。恐らくは別の角度からの調査が必要だろうとイエルトは感じていた。

「こんな派手な外ナ見リなら、一度逢えば忘れっこないがね…」

　ニヤニヤしながらロイドはエリンをじっと覗き込む。子供なら泣き出しそうな強面に、思わずエリンはイエルトにしがみついていた。その様子を見て、ロイドはまた可笑しそうにくつくつと喉を鳴らす。

「少し時間をくれ。報酬に見合った仕事はしよう」

「頼む」

「悪いがお嬢さん、この老いぼれにナッツを貰ってきてくれんかね。なあに、カウンターに行ってこっちを指さしゃあ主人には通じるから」

　エリンはイエルトをチラリと見上げ、彼が頷くのを見ると素直にカウンターへと向かった。ロイドがさり気無く彼女を遠ざけたのだとイエルトはすぐに気付いていた。店主なら心得ているから多少の時間稼ぎをしてくれるだろう。

「…少なくともこの国の娘じゃないな」

「ああ、僕もそう思う」

　そう狭くはない国とは言え、自国内の領民であればある程度見当はつく。

「あんただって御承知の通り、ここんとこ余所者の出入りが多い。なんせ国を挙げての慶事の前だからな。飯のタネに在りつけると思ってまともな奴からいかがわしいのまでわんさと入ってきている」

　その件は議会で言及済みである。

　王大使夫妻の離宮整備や婚礼儀式の準備で王宮は猫の手も借りたいほど仕事が山積みであった。あわよくばと下働きの口を求めてやってくる者は多い。また、王子の婚礼を一目見ようと物見遊山の者や、それら目当てに商売をしようという者、様々である。人が増えれば当然トラブルも増えていた。

　よって治安維持の為、諜報部及び保安部隊を強化してある。幸い今のところ、日々小さないざこざはあっても大きなトラブルは未然に防げている。とは言うものの、おかげでどこぞの長屋裏で猫の子が生まれたと言った情報までイエルトの耳に入ってくるのはちょっとしたご愛嬌といったところか。

「せいぜい気を付けるこった」

　ロイドは意味ありげにそこで言葉を切ると、やや声を潜める。

「さっさと自分の嫁に尻に敷かれちまうのが最善だと思うがね？」

「あいにく僕の婚約者はそんなタイプの女性ではなさそうだ」

「わからんさ。リステルのアデリエル姫と言えば、噂によればちょっとしたいわくつきだ」

「……」

　噂によればと前置きする辺り、曖昧な物言いがいかにもからかっている口調である。そもそもイエルトとて、婚約者殿の外交用の壮麗華美な釣り書きを丸ごと信じているわけではない。

「そうでなくとも女は簡単に魔性を帯びるからな。…あそこにいる純粋そうな娘だって例外じゃない」

「…冗談だろう？」

　イエルトはわざとらしく目を丸くして見せる。あの子供のような少女が？

　しかしロイドの口調が更に芝居がかったものになった。

「大体があの娘…魔法の匂いがせんでもない」

「魔法？」

　男から出た意外な言葉に、イエルトの声が低くなる。

「これはまあ、勘みたいなもんだから料金外だがね」

　男の意味ありげな笑いに、イエルトは考え込む顔になった。この男が元船乗りなのは事実だが、更に正確に言えば元海賊である。それこそ前人未到の荒海を船で駆ってきた人物だった。片腕を失くしてから船を降り、裏社会の顔役として生きているが、その男の勘だと言うなら、あながち笑い飛ばす事も出来ない。

「ロイド、もう一つ頼みたい事があるんだが…」

「もちろん報酬さえ貰えりゃあ、こっちはそれが商売だからな」

　男の笑い皺が深くなる。本当にこの王子は面白い。付き合っていて損はない。

「──山道が得意な知り合いは？」







「おっとお嬢さん、ナッツは今ここに切らしているようだ。地下に取りに行かせるからちっと待っててくんな」

　カウンター越しにそう言われ、エリンは頷いた。そんな彼女の周りに、花の蜜に集まる蝶のようにひらひらと店の女達が集まってくる。

「綺麗な金の髪ね。あんたが王子の人魚姫？」

（ニンギョヒメ？）

　エリンはきょとんと瞳を開いた。

「ちょっとリザ、やめなさいよう。王子の連れに悪さしたらただじゃすまないわよ!?」

「そういうミルタは気にならないの？　どんな美女が誘ってもなびかないあの王子が、初めて連れてきた女の子だよ？」

「まあまあ、お前達。このお嬢さんは口が利けないんだ。困ってるじゃないか」

　ぶしつけに浴びせられる好奇の目の渦中に置かれ、戸惑うエリンに店の主人が助け船を出す。

「そもそも『人魚姫』なんていきなり言われても、この国のもんじゃなければ訳が分かるまい」

「あ、そっか。えっとね、この国には人魚の伝説があって、それはとても美しい女の姿をしてるんだって。船乗りの男たちは一度拝めれば一生の幸運が手に入るって言われてるの」

「だからこの国では手に入れ難い宝を指してそう言うのよ。つまりは大切な人って意味」

　黄色い声で口々に説明されて、エリンはようやく彼女たちの意図を察した。

　どうやらこの店で、イエルトはとても人気があるようだ。即ち、一国の王子らしからぬ事に、こういう場所に出入り慣れている、らしい。だからそのイエルトが連れてきた自分は注目を浴びざるを得ない、といったところか。

　けれど…自分が彼にとって得難い宝？　そうだと肯定するのは傲慢が過ぎるだろう。

　確かにイエルトは優しい。これ以上ないくらい優しくしてくれる。

　しかしそれはエリンの置かれた状況に同情してくれているだけではないのだろうか。

『ニンギョヒメ、チガウトオモウ』

　彼女は城から用意してきた小さな綴り紙にそう書いて見せた。

「ほら違うって！　やっぱ王子には元から心に秘めた人がいるんだよ。だから誰にもなびかないんだって！」

「ルース、あんたよくそう夢見がちな乙女思考でいられるわよねえ。頭ん中に綿菓子コットンキャンディでも詰まってるんじゃないの？」

「何ですってぇ!?」

「でもこれだけ綺麗な子なら、王子だってその気になるんじゃない？」

「えー、そんなぁ」

　けたたましい女たちの声に、引き攣った様子のエリンの袖を引いて、店主が再度助け船を出す。

「ほら、ナッツの用意ができたよ。持ってお行き」

　エリンは皿を受け取るとイエルトの方に小走りで駆けて行った。




　　　◇◇◇




「参ったな。彼女たち、そんな事を…」

　街から帰った翌日、店で彼女達に何を聞かれたのか、ざっと砂の上に書かれた内容を見てイエルトは額に手を当てる。王子のお忍びを暗黙の了解としている常連客しか来ないあの店で、イエルトの連れに手を出すような不埒者がいる筈はないと高をくくっていたが、女性陣の他愛無いお喋りの内容までは考えが至らなかった。雑多な世界に触れる事でエリンの記憶に何らかの刺激があればと思っていたのだが…つくづく女性のお喋りは侮れない。

　──王子。

　エリンがイエルトの袖を掴んで覗きこむ。

「ん？　何？」

　彼女は砂の上に書かれた文字を小枝の束で消すと、短い問いを重ねて書いた。

『ニンギョヒメ、イル？』

「…ああ、伝説の話を聞いたんだったね。どうかな。いないと断定するのもつまらないと思うけど…」

　エリンは首を横に振る。一般論を訊ねたわけではなかった。

『オウジノ、イル？』

　彼にとっての得難い宝は存在するのか、それが聞きたかったのだ。

　我知らず、瞳に力がこもる。

　イエルトはしばらく水平線に目を凝らした。今日は少し風が強い。遠くの波が荒く立っている。

　一瞬、嘘を吐こうとして諦めた。彼女は、きっと騙されてくれない。

「…昔、この国の王子が嵐の海で溺れかけた。その時、綺麗な海の娘が彼を助けてくれたんだ」

　どこか観念したような囁き声に、エリンの耳の奥でさざ波が立つ。

「もう、昔の話だよ」

　微苦笑を漏らしながら、イエルトの目が切なげに細められる。

　もう一度、彼女に逢いたいと望み、自分は──

　昔、というには生々しい感情を垣間見せて、彼は微笑む。

　そうか。やはり彼には。

　落ち着いて、動揺してはいけないとエリンは自分に言いきかせる。けれど体の奥が震えそうになっていた。自分の体を抱えるようにして二の腕を掴み、奥歯を食いしばる。何でもないように笑わなければ。

「…エリン？」

　笑って見せた。

　無邪気に、何事もないように。

　いや、笑えているだろうか。顔がぎこちなく歪む。目蓋の奥に、熱いものが溢れそうになるのを、必死で耐えた。

「もう戻らないと…」

　普段はかき上げている彼の前髪が、風に嬲られて乱れ落ちていた。

　その砂色の髪に魅入られたように指を伸ばす。

　彼の額に触れるかどうかの距離で指が止まった。

　イエルトが、じっとエリンを見つめていた。

　そのまま、彼女の指に先を促すように長い睫毛を伏せて目を閉じる。細い指先が、恐る恐る白皙の肌に触れた。

　まっすぐな額を滑り落ち、まぶたを経て頬に落ちる。

　イエルトは微動だにしないまま、彼女の指先を感じていた。

　やがて顎の先でその指が離れると、彼はゆっくりと目を開く。

　エリンの大きな瞳が、何かを恐れるように、けれど逸らされることなく彼を見つめていた。

　言葉より雄弁な感情が、彼女のどこか怯える瞳から溢れ出している。

　オウジ、オウジ、ワタシハ──

「エリン、君は──」

　その時不意にこみ上げた王子の中の衝動に、どんな名がつくのかはわからない。しかし考えるより先に体は動いてしまう。

（女は簡単に魔性を帯びるからな）

　ロイドの声が脳裏で一瞬明滅して波間に消えた。

　彼の手のひらがそっとエリンの頬を包み込むと、その額に口付けた。

　イエルトの唇の下で、彼女がかすかに震えるのがわかる。

　その震えに誘われるように、彼の唇は閉じられたまぶたへ、柔らかい頬へと落ちていく。

　やがて、ふっくらとした唇にたどり着こうとするその直前、彼の耳に小さな声が聞こえて意識を取り戻した。

「ぁ…」

「エリン、声が…？」

　彼女自身も無意識だったらしく、驚いて自分の喉や口元を押さえている。

　しかし、その後はやり方を思い出せぬかのようにまた声は出なくなっていた。

　それまで恐ろしいほど濃密になっていた空気は、彼女の声を機に霧散した。

　困惑する少女の表情を前に、イエルトは激しい自己嫌悪に襲われた。

（何をやってるんだ、僕は──）

「もう、帰ろうか」

　彼の囁く様な言葉に、エリンはなす術もなく小さく肯くしかできなかった。
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　何故、声が出たのだろう。

　エリンは胸の前で、祈りの形に指を組んで考え込む。

　声と呼べるほどのものではなかったかもしれない。ほんの一音、いや半音になるかならぬかと言う程度の発声だ。

　念の為にとイエルトが城に戻ってから、侍医に診てもらえるよう手配してくれたが、いっかな彼女の喉が声を紡ぐ事はなかった。元々声帯に問題がある訳ではないので、侍医は心因性のものと診断している。

　彼女自身、声が出ない本当の理由を告げるわけにもいかない。

　しかし今まで振り絞ろうとしても全く出なかった筈の声が、あの時、微かとは言え漏れ出たのは事実であった。

（万が一あんたと王子の間に真実の愛が生まれれば──）

　魔女の言葉を思い出し、そんな筈はないと自分に言いきかせる。

　だって王子にとって自分は出会ったばかりの正体も知れぬ娘だし、王子には想う相手がいるのではなかったか。彼が過去の事にしようとしている『人魚姫』が。

　けれど、ならばあの接吻は？

　自分が不覚にも涙なんて流したから、慰めてくれただけに決まっているではないか。

　泣いている子供をあやす優しさでしかなかった。それだけだ。

　そもそも彼には人魚姫がいると聞いたばかりではないか。それ以外の意味がある筈がない。

　情緒不安定になっている自覚はあった。

　想いを遂げるためとはいえ、無理と嘘を重ねて王子の傍にいるのだ。冷静でいられる筈もない。

　イエルト王子。

　思わず指でなぞった頬の輪郭は、女性と見まごうほど美しかった。

　けれど以前抱きしめられた時の、間違いなく男性でしかない胸の広さと温かさを思い出し、思わず頬が熱くなる。

　額に落とされた口付け。時間が止まるかと思うほど濃密な時間。

　唇にまで降りてくるかと思った。

　そんな筈ない。

　あれはきっと泣き出した娘を慰めるためのものだ。それ以外の感情が込められてる筈なんて…都合のよい妄想に決まってる。

　考えれば考えるほど自分の想像がはしたなく思え、恥ずかしくなってエリンの心は千々に乱れ続ける。

　夢を、見ちゃいけない。

　彼に思いが届くはずなどないのだから。その為にこの声は封印されていると思えばいい。

　そう思わなければ彼の傍にいるのもいたたまれなくなるだろう。

　だから…あの時声が出た気がするのも、きっと何かの間違いに違いない。
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　同じ頃、王子も煩悶する想いを抱えていた。

　あの少女をどうこうするつもりはない。父王の懸念など全くの見当外れだ。その筈だったのに。

　確かに愛らしい少女だ。外見だけでなく、その表情や仕草も溢れんばかりの魅力に満ちている。何と言うか…初めて得た自由を謳歌しているようなその姿に、つい気持ちが綻んでしまうのだ。

　抱きしめたのも、泣き出した少女を慰めるためだけのつもりだった。

　他意は無い。無かった筈だ。

　庇護すべき少女。それ以上の感情を持つつもりはなかった。

　イエルトとて一国の王子である。それなりに自制心には自信があった。

　今までも一時の感情に流されるような無様な真似はしてこなかったつもりだ。

　だと言うのに…。

　あの後、彼女の思うに任せて触れさせた後。

　目に見えぬ引力が発生して、気が付けば触れようとしていた。

　危ない所だった。

　抱き締めたりなんか、しなければ良かったのだ。

　そうすれば、彼女の中であんな風に思いが高まる事もなかった。煽られて、理性を失う事もなかっただろう。

　彼女の声が聴こえなければ、どうなっていたのか。

　自分の失態に臍を噛む。

　それにしても。

　彼女の声は回復しつつあるのだろうか。もしそうなら喜ばしい事ではあるのだが。

　無理にそちらへ考えを持っていこうとしたのを、その存在を忘れていた怒声が阻む。

「…い！　聞いてるのか!?　軽はずみな真似をするなと言っただろう!!」

　相変わらずの父王の大音声に、自室の椅子に長い足を組んで座りながら、就寝前だったイエルトは顔を思い切りしかめた。無駄に忠義の厚い臣下が、浜辺の抱擁を目にして余計な注進に及んだか、あるいは避雷針代わりに置いていった案件が足りなかったか。

　そろそろ次の雷が落ちる可能性も予想していなくはなかったが、解っていたからと言ってうんざりする事にはかわりない。これだけよく響く声の持ち主なら、いっそオペラ歌手にでもなれば良かったのに、と心の中で悪態をついた。

　とは言えエリンを拾ってから十日余り、陰ながら王妃の後押しがあったとは言え、短気な王にしてはよく静観していられた方だろう。

　父王ファラントは決して愚昧な王ではない。むしろ歴代の王の中では、かなり良政を布いている方だと言えるだろう。

　軍備を強化し、民の識字率を上げ、産業を奨励して国力を豊かにした。やり方が強引だとの批判もないではないが、短慮とばかり言えぬその政治手腕に民からの信望は厚かった。

　当然ながら、その世継ぎであるイエルトに対しても、民の期待と要求は大きい。

　それ自体は決して苦痛ではない。しかし──

「婚礼を控えている事は重々承知していますよ」

　天気の話でもする様に淡々と答えた。

　婚礼はまだもう少し先だが、婚約者の姫は婚礼式に備えて既に国境近くの村まで来ているという。王城入りするまでもう数日に迫っていた。彼女の為に、離宮が一つ整えられつつある。結婚したらイエルトが主となって入る正式な皇太子宮である。

「ならばもう少し軽率な振る舞いは避けて然るべきだろう！　供もつけずに若い娘をつれてふらふらと！」

「ふらふら、と仰られるのは心外ですね。彼女を伴って出かけるのはあくまで身元調査の一環ですよ。他意はありません」

「他意がないのは当たり前だ！　だがこんな事が先方の耳に入ってみろ、あっという間に破談だわ！　遊ぶなとは言わんが、タイミングを考えろ！」

　いくら政略結婚とは言え、結婚間近の婚約者が身元も知れぬ少女と噂になっていれば、花嫁もいい気はしないだろう。

「考えてますよ。今だからあのこが必要なんです」

　しかしあくまで暖簾に腕押しの態度を崩さぬイエルトの態度に、王のこめかみがピクピク震え始める。大体、昔から何を考えているのかよく分からない息子だった。腹芸は王族のたしなみとはいえ、父親としては苛立たしい事この上ない。

「お前が…今回の縁談を嫌がってるとは聞いておらんがな」

　予想外の王の言葉に、イエルトは目を瞠った。なぜそういう話になるのだろう。

　そもそも今回の婚姻に関して、意向を聞かれた覚えはないが、拒否する権利がない事も知っている。

「嫌がってなんかいません。隣国リステルのアデリエル姫は、慎み深く従順で、おまけに美姫でもある。文字通り政略結婚の相手にしては望むべくもない良縁でしょう」

　半年前、婚約式に現れた少女を思い出しながらイエルトは言った。

　婚約式、と言っても建前上のもので、解消しようのない完璧な政略結婚だったから、本人が来る必要は全くなかったのだ。取り交わす結納の品々と、使者の口上さえあればそれで充分だった。

　にも関わらず、本人が現れたのには驚いた。

　隣国と言っても、かの国と隣接する国境はかなり高い山脈で、親密な国交が始まったのはつい最近の事である。お互いその存在を知っていても、特にその山脈を越えてまで行き来する利益もなく、時折時候の挨拶の手紙を交わす程度のものだった。

　しかし、近年その山脈に鉱脈が発見され、所有権を巡って両国間に緊張が走った。

　一寸の手違いでも戦争が勃発しかねない緊張を孕んだ中、危機回避のために持ち上がったのが今回の政略結婚である。幸いにも年齢も釣り合いが取れている。今までに例を見ないほど数多の親書を携えた早馬が行き来した結果、この策はもろ手を挙げて両国に支持された。もちろん、鉱脈の細かい所有取り決めを忍ばせての婚姻だ。

　実際、あの山脈を越えて婚約者であるアデリエル姫が直々に現れるとは思っていなかった。

　いくら性急に道を整えさせているとは言え、高貴なうら若き女性には決して楽ではない道のりだった筈だ。直接顔を合わせるのは婚礼の時になると思っていたのだが。

　当の姫も様々な覚悟はできていると言う事なのだろう。

　リステルの王は艶福家として有名で、四人の王子と五人の姫がいるという。アデリエルは正妃の元に生まれた二の姫だった。しかし何故か彼女だけは修道院で育ったのだと言う。釣り書きには彼女を幼い頃より掌中の珠と見込んだ王が、俗世の一切の穢れに触れさせぬよう策を講じたのだとか。確かに楚々として麗しい香気漂う物静かな少女だった。

　肩先で切りそろえた真っ直ぐな黒髪と、常に控えめに伏せられていた眼差し。王家の血を引く外交の駒として、良妻賢母となるべく育てられた美しい姫君。

　微妙に発音の異なるイエルトの母国語で流暢に口上を述べたのは、一生懸命練習したのだろう。なかなか好感が持てた。

「ならば、なぜ今更訳の分からぬ行動ばかりとるのだ。そもそもあの娘の正体は分かったのか!?」

「…いえ？」

　憤怒の形相で睨み付ける王の視線を、ひらりと交わして窓の外に眼をやる。夜の海は黒いビロードの様にうねっていたが、水平線だけが星や月を映してきらめいている。

　あの日、形式的な婚約式の後、歓談に移行したパーティ会場のバルコニーで、あの姫は海を初めて見たと言って、微かに頬を紅潮させていた。

　その表情だけが、名工が作り上げた人形のような彼女の、垣間見せた人間らしい一面でもあった。

　イエルトにとっては毎日そこにあるのが当たり前の風景だったので、驚いた彼自身に苦笑を浮かべた。なるほど、山と森に囲まれたリステルには海がない。見た事がないのは当たり前だ。

「…御安心ください、父上。私とて王族に生まれた者としての使命は心得ております。今回の縁談を台無しにしたりは決していたしません」

　力強い口調で言い切る王子の言葉に、王は苦いものを飲み込むような顔になった。

「ならば…何故『エリン』と名付けた？」

「いけませんか？　ありふれた名だと存じますが」

　イエルトは面白そうに口の端を上げた。

「…過去にこだわるな、と言っておる。忘れるなとは言わんが引きずるのも愚者の行為だ」

　ファラントの声には苦いものが混じっていた。『エリン』の名の本当の意味を父だけは知っている。

　既に過去の物語なのに。

　荒れ狂う海で王子を助けた人魚。水面に揺れる長い髪。遠く、水平線の先に去って行った過去の残像。

　記憶の輪郭はぼやけ、彼女の姿は既に曖昧になりつつある。分かっている。今イエルトにあるのは『エリン』を求めた感情の残滓だけだ。

「彼女にエリンと名付けたのには、深い意味はありません。咄嗟に他に思いつかなかっただけです」

「…本当か？」

　疑う眼差しをふわりと受け返す。

「残念ながら父上のお若い頃ほど勇名を馳せていないもので」

「るっさいわ！」

　イエルトの暗にこめた揶揄に王が噴火した。

「とにかく！　長引かせるな！　さっさとあの娘は始末をつけろ！」

　最後通牒を突きつけた王の目は本気だった。イエルトが何もしないのなら、自分が手を下すつもりだと言外に語っている。

（まあ、父上としては当然そうくるよな）

「大丈夫です。策は講じてありますから、近日中には」

　大方の見当がついているとはいえ、まだ推測の段階でしかない。確証を得るには確固たる情報が必要だった。

　とは言えロイドの仕事は早い。そう待たせはしないだろう。

　そう、うっかり深みにはまらぬ前に。二人が間違って抗いがたい感情に溺れてしまう前に。

「その言葉、努ゆめ々ゆめ忘れるでないぞ」

「…御意」

　にっこり笑うイエルトの顔をねめつけ、王は大股に退室する。

　さて。あの黒髪の姫君なら、この短気直情な父ともうまくやっていけるのだろうか。

　辛うじてそんな事を考え、イエルトはまだ笑える自分の余裕を確認した。
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「あら、エリン様。殿下にお茶をお持ちしたのでは？」

　王妃付きの侍女が、お盆を持ったまま戻ってきたエリンを見て、怪訝そうな顔をする。

　エリンはお盆を卓に置くと、綴り紙にさらさらと文字を書く。

『オウサマガイテ、トテモオコッテイタ』

「…ああ、それで」

　書かれた文字を見て、侍女は深く納得する。王の大音声は城の中で日常茶飯事だが、慣れぬ者には恐ろしいだろう。そうでなくとも最近の王の不機嫌の元はこの少女だ。憚るに越した事はない。

「それは戻ってきて正解でしたね。何か…お辛い事を耳にされたりしていませんか？」

　盆に用意されていたお茶はすっかり冷めている。何か、王の厳しい言葉を漏れ聞いてどこかで落ち込んでいたのではないだろうか、そんな気遣いを見せる侍女に、エリンは小さく笑って首を横に振った。







４．刺客




　ようやく王が退室し、一人になって半刻、イエルトは軽く嘆息する。

　卓の上には届いたばかりの小さな紙片が置かれていた。

　ロイドからの情報である。

（過去、か…）

　彼女はイエルトの『エリン』ではない。その事は彼自身が一番よく分かっている。

　身体が沈みこむひとりがけの肘掛椅子に浅く腰かけて、凪いだ夜の海を見つめる。

　長い足を無造作にオットマンに投げ出し、サイドテーブルに置かれたマラカ酒を煽った。

　荒海に出る漁師達が凍えるような冬の船上で飲むこの酒は、慣れない者なら吐き出すほど強い。もっとも幼い頃からこっそり船に潜り込んでいたイエルトは、船長に怒鳴られながらもいつの間にか船員達に可愛がられ、その酒を軽く飲み干す程鍛えられていた。

　そもそも王族が下戸では話にならない。外交も仕事の内である。

　マラカの実の強烈な苦味が喉を焼き、胃の腑に落ちていく。

『あの娘には…魔法の匂いがせんでもない』

　酒場での、ロイドの言葉が蘇る。

　この世界に『魔女』は存在する。市井における辻占や薬師から始まって、人にはない能力を持つ者、人目を避けて錬金術に勤しむ者など様々だ。基本的に、表立って世間を騒がせたり人に害をなそうとしない限り、為政者としては不干渉が暗黙の了解となっている。

（魔法ねぇ…）

　イエルトは胸の中で独りごちた。

　今の時期、国にとってめでたさと同時に不穏の種を孕んでいるのはやはり王子の結婚だが、エリンが何らかの企みや、例えばイエルトの暗殺を謀って現れたとは考えにくい。もしそうだとしたら、今までいくらでも機会はあった筈だ。実際、イエルト自ら隙を作って見せた事もある。しかし彼女は全く気付いていないようだった。

　実際、今回の政略結婚を望まぬ者がいないわけではない。鉱山の所有権を独り占めせんと、水面下で蠢くものは多々あった。父の心配も、あながち杞憂とは言いきれまい。

　けれど、エリンから政治的なキナ臭さは感じられなかった。

　もちろん、うまく演技している可能性もあるだろう。しかし、彼女は刺客にしてはあまりに一途で不安定過ぎる。

　巫女の血をひく家系の母親を持つイエルトには、相手の本質を見抜く生まれついての素養があった。決して己を過信する事はないが、その勘は大抵外れない。

　イエルトを見上げる、淡い碧の瞳。物言わぬ桜貝の唇。抱き締めた細い肩。すがり付く白い指先。

　彼女が全身で語る想いに、気付かぬ訳がない。海を無心に見つめるいたいけな瞳や、パッと溢れる無邪気な笑みに、何も感じなかったと言えば嘘になる。

　しかし、それはあくまで無邪気な妹に対するような感情で終わる筈だった。それくらいの自制心は保持していると己を過信していたのだ。

　更に琥珀の酒を煽りながら、額に手の甲をあてて目を閉じた。

（どうしようか。僕達にはもうあまり時間がないね、エリン？）

　彼女がここに来た理由。

　イエルトに対して抱いている想い。

　彼女の望みを叶えるにはどうすればいい？

　我知らず、自嘲の笑みがこぼれた。

（参ったな。本気になるつもりなんてなかったのに──）

　婚礼前に突然現れた少女。

　浮足立っている城や城下の者達。

　自分だけはそれなりに冷静なつもりでいたものの、やはりどこかテンションが狂っているのだろうか。

『中には不届き者もいないとは限らん。せいぜい気を付けるこったな』

　ロイドの忠告も無視できない。彼は意味もなくそんな言い方をする男ではない。

　実際に何かを画策している者はいるのだろう。

　──多かれ少なかれ。
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　浜辺へと続く岩の階段は、ただの岩場を多少通りやすく加工しただけなので、段差も不揃いだし岩質が滑りやすい。慣れているイエルトはまるで王宮広間の螺旋階段でも降りるように優雅に歩くが、手摺がない上に海風が強いので、只でさえ夜の今、エリンは一段ずつ慎重に降りていった。

　漸く浜辺へと降り立つと、黒くうねる夜の波が寄せては返している。引き潮の時間らしく、砂は濃い色に濡れていた。水平線は遠く、夜空の色と溶け合っている。

　波音が、眠りを誘うかのように単調に響いていた。城の中にいても常に聞こえるその波音が、今はまるで自分を手招いているようにも聴こえる。

　自分は、自ら望んでここに来たのだ。

　エリンは胸中で呟く。

　魔女の力を借りて外見を変え、声を封じ、真実の姿を偽ってここにいる。

　その事に後悔はしていないが、痛みを伴わぬわけでもない。

　王子も王妃も良くしてくれている。どこの馬の骨とも分からぬのに、王でさえ強制的に排除しようとはしなかった。

　シスターは、外の世界には怖い人間しかいないと言ったけど、優しい人たちだ。恐らくは、あの小さな姫君も。

　彼らを、騙している事になるのだろうか。

　もちろんそうだ。

　ならば、いつまで？

　このままでいい筈はない。イエルトの婚礼は近い。

　王妃はこのまま妾妃としての扱いも考えているようだが、エリンの中でその現実は有り得ない。

　ずっと会いたかった王子と再会を果たした。ほんの僅かではあるが、他の人間とも接して外の世界も垣間見た。もう願いの大半は叶った筈だ。これ以上など望むべくもない。

『過去にこだわるな』

　王の声が蘇る。過去はどこまでが過去だろう。

　自分も、いつかは王子にとっての過去になるだろうか。それとも小さな一いっ時ときの存在として記憶の片隅にも残らない些事で終わるだろうか。

　今の自分の気持ちは？　いつか過去に変わるのだろうか。けれど──

　自分の気持ちに区切りを付けなくては。

　それはどうやって？

　繰り返し引いては寄せてくる波が、エリンの中の自問自答に重なる。波の動きに心を寄せていた時、遠く、彼女の真実の名が呼ばれた気がした。

　思わず顔をあげ、辺りを見回す。

「……姫！」

　辛うじて耳に届いた声に、岩場を振り向くと懐かしい顔が覗いた。

「！」

　彼女のシスターが、短い髪を海風に嬲らせている。エリンは手の平で口を覆って、大きく目を見開いた。

「よかった、貴女に会えて。どうにかして会えないかと思っていたの」

　誰にも見られぬよう、エリンは慌てて彼女がいる岩場の影へと駆けていく。

「こんな変わり果てた姿になって…どうなの？　想いは遂げられそうなのですか？」

　痛ましげに金の髪に触れるシスターの問いに、エリンは答えられずに俯いた。想いを遂げるためにここへ来たわけではないのだ。しかしそれを伝える為の声は失われたままである。

「…そう」

　彼女はそっと、愛し子にするようにエリンを抱き締める。幼い頃から、彼女はいつもエリンの味方だった。ずっと張りつめていたエリンの心が、ほろほろと解けて涙と共に流れ落ちていく。

　しかし彼女はそんなエリンの肩をそっと抑えると、殉教者の面持ちで語りだした。

「実は…貴女に、これを渡しにきたの」

「……？」

　抱擁を解き、差し出されたのは両手の平に余るほどの懐剣である。細身の鞘に柄は無く、波を象ったような精巧な彫り細工が施されている。しかし抜いてみればその刃は怪しげに光ってその切れ味を示していた。

「この懐剣は、小さいけれど強力な魔法がかかっています。もし貴女の想いが叶わぬのなら、王子の心臓にこれを刺してその命を奪いなさい。そうすれば、貴女にかかっている魔法は解けて故郷に帰れます」

「……！」

「お父様やお母様もきっと許して下さるわ。だから…また私達と静かに暮らしましょう」

　何を言われているのか分からなかった。

　王子を…殺す？　元の姿に戻って故郷へ帰る…？

「あの王子は曲者よ。優しそうな顔をしているけど心の中では何を考えているか分からない。きっと私達とは相入れないわ。だから…」

　そう言って、彼女はエリンの手の中に懐剣を握らせる。

「お願い。戻ってきて」

　潤んだ瞳でそういうと、彼女は身を翻して去っていった。

　エリンの手の中で、渡された懐剣だけが火を握るように熱かった。




　　　◇◇◇




　翌朝、エリンはイエルトの部屋に姿を現さなかった。

　特に約束をして浜辺へと行っていたわけでもないから、早朝わざわざ女性の部屋に誘いに行くのも気が引ける。

　とは言え、普段、顔を輝かせて現れる少女がその姿を見せないと、どこかつまらぬ寂しさが募った。

　どうせ朝食の席で顔を合わせるのだからと、気を取り直してみたが、朝食の席にも彼女は現れなかった。彼女付きの侍女曰く、「少し気分がすぐれないらしい」との事である。

　朝晩冷え込み始めたから風邪でも引いたのだろうか。

　政務の前に彼女の部屋に寄ってみた。

　しかし、部屋に彼女の姿はなかった。

　ベッドに人が寝ていた事を示す窪みが残っているだけだ。

　どこに行ったのだろう。

　少なくとも、朝食前に侍女が立ち寄った時はいた筈だ。それから半時ばかり経っているだろうか。

　家令と護衛を呼んで、彼女を探すよう、命じた。

　ふと、廊下の窓から翻る金髪が見えた気がして、城の外へ向かう。

　何となくいやな予感がして、イエルトは足早に彼女の影を追った。




　　　◇◇◇




　昨夜は眠れなかった。

　寝間着の上に夜着ナイトガウンを羽織っただけの姿で、裸足のまま、綺麗に調えられた生垣の庭園を抜け、ふらふらと彷徨う足取りで、エリンは森の中を歩いていた。

　鳥が鳴き、木漏れ日が彼女の上にまだらの影を作っている。

　どうすればいいのだろう。

　自分は一体どうすれば…。

　いつしか城よりは小ぶりの、しかし白く塗り替えられたばかりの外壁が若々しさを醸し出す、離宮の尖塔が見えていた。中で立ち働く人の気配を感じてさっと木陰に身を隠す。

　皇太子宮。

　イエルトが成婚と同時に主となって住まう城であった。

　新婚の王子と花嫁が寄り添う姿を脳裏に描き、胸の奥にどす黒いものが湧いてくる。自分の中にこんなものが、と驚くほど、それはいびつで醜悪なものに思える。

　海に何度も捨てようとした懐剣は、どんな魔法がかかっているのか、彼女の手から離れる事が無かった。

　だめだ、これ以上ここにはいられない。

　そう思って踵を返す。

　かさり、と草を踏む音が聞こえたのはその時だ。

　無意識に振り返ると、木立の中からすうっと黒い影が現れた。

「これはちょうどいい。王子の女だな？」

　長身痩躯の、黒づくめの影が笑う声でそう言った。

「！」

　後ずさろうとするエリンの背後に、別の影が立ちはだかった。こちらは肩幅が広く、いかにも筋骨隆々なのが服の上からも見て取れる。ふたりとも相当な手練れらしく、敏捷な雰囲気を身に纏っている。

「なかなか隙を見せぬお方であったが…よい囮になるな」

「大人しくしていれば命だけは…と、口が利けないんだったか」

「更に重畳。この娘もあのお方にとって目障りなのは違いあるまい」

　潜められた彼らのやりとりに、エリンはある事実に気付き、愕然とする。

　この男達の狙いはイエルトだ──

　ここで、捕まるわけにはいかない。人質となって王子の身を危険にさらす訳はいかない。

　どうすれば──

　男達に追いつめられながら、必死で思考を巡らせるエリンの耳に、一番会いたくて会いたくなかった青年の声が響いた。

「その娘から離れて貰おうか」

（オウジ…！）

　数メートル先から低く響く声と共に、投げナイフが空を切り、エリンと影の間を縫って奥の樹の幹に刺さる。城からエリンを探しながら走ってきたイエルトが、息も乱さずに立っていた。エリンはすかさず影から後ずさる。

　そのまま数本の威嚇のナイフがイエルトの手から放たれ、黒い影たちは木陰に身を隠す。エリンは腕を掴まれ引きずられそうになるのに必死で抵抗したが無駄だった。

「貴様らのような下郎をこの城に招いた覚えはない。彼女を離せ！」

　普段の優しげな彼からは想像もつかない程、低く恐ろしい声がエリンの耳に届く。

「ここで会ったが運のつき、になりますかな、イエルト王子」

　木陰に身を潜めたまま、影は揶揄する口調で言った。

「こちらには御執心の娘が手中にあります故、無茶をなさらぬ方がよろしいのでは？」

　影が手にしていた剣の刃先が、エリンの首元に当てられる。

「この娘がどうなってもよいと仰るなら、話はまた別ですが」

　じりじりと間合いを詰めながら、イエルトは隙を見せぬ構えで答える。

「一応聞いてやろう。お前らの目的は何だ？　僕か？　その娘か？」

「二国の不和、と申し上げておきましょうか」

　イエルトには想定内の言葉である。どちらの国にもこの縁談に難色を示す輩がいるのは知っていた。地脈鉱産を二国で分け合う事無く全て我が国の手中に、と望む者達である。

「ならばその娘は関係あるまい」

「確かに。しかしここで会ったのも何かの縁、これだけの上玉でしたらさる筋に売れば相当の酒手になりましょう」

　捕まえていたエリンの腕をひねり上げ、男達の下卑た笑いが樹の間をさざめいた。

「…下衆が」

　イエルトの額に青筋が浮き立つ。

　挑発に我を失うほど愚かではない。しかしエリンを盾にされて逆鱗に触れていたのも事実だった。

　王子の目がすっと細められる。

「…その娘に傷一つ付ければ、二度と故郷の土は踏めぬと思え」

「生憎故郷には縁のない身の上でね」

　イエルトと影たちの間に緊張感が張りつめる。

（ダメ、オウジ、コノオトコタチハ──）

　エリンは咄嗟に自分を戒めている腕に歯を立てた。

「うっ！」

　突然の痛みに男の力が緩んだ瞬間、エリンは影を突き飛ばすようにしてイエルトの方へ走り出す。彼女に向けられていた刃先が、白い首筋に細く紅い線を描いた。

　一目散にイエルトの元に駆け寄ろうとしたが、寝間着姿に足元が縺れてすぐに掴まりそうになってしまう。

「手間をかけさせやがって…！」

「エリン！」

　叫びながら、イエルトの躰が彼女と影の間に滑り込む。彼女を背後に庇いながら、振りかぶっていた影の短剣をイエルトの剣が辛うじて受けた。そのまま次々と襲い来る影を薙ぎ払う。

　ピーーーーッ！　と甲高い笛の音が辺りに響いた。

　護衛兵が使う呼子の音だ。

「殿下！」

「イエーガー！　遅い！」

　王子の叱責を受けながら護衛兵が影たちを取り囲む。ようやく影たちは王子が時間を稼いでいた事に気付いた。

「ちっ、撤退だ！」

「させるか！」

　警備兵と影たちの切り結ぶ剣戟の音が森中に響き渡り、その隙を縫うようにイエルトはエリンを連れて安全な場所へと移動する。

「殺すなよ、イエーガー！　生け捕りにして黒幕を吐かせろ！」

「は、お任せを！」

　壮年の警備隊長は、王子の命に力強く答えた。既に警備兵は影に猿轡を噛ませてから縄を打ち始めている。それを横目でみやって、イエルトは改めてエリンと向き合った。彼女の首筋に作られた細い傷跡に、思わず頭が沸騰する。

「一人で出歩いては危険だと言っただろう！」

　呆然自失となっている少女の肩を掴んで、イエルトは我知らずきつい声を出す。

「…いや、ごめん、そうじゃなく…！」

　首を振りながら今度はエリンを力いっぱい抱きしめた。骨がきしむほどの力強さに、エリンは呼吸さえつらくなる。

「よかった。君が無事で……」

　見る見るうちに少女の瞳が滲み始めた。

「ゴメ…ナサ…」

　イエルトの背に腕を回し、彼のシャツを掴みながら呻くような声がそう言った。

　声が出ている自覚さえなかった。ただ、本気で自分の身を案じてくれた彼の心が嬉しい。

　そしてたったひとつの想いが彼女の内側を静かに満たして行く。

　殺せるはずがない。

　彼を、この手にかけるなんて、出来る筈がない。

　例え想いが届かなくても。例えこの身が水面の沫と消えても。

　そう思っていたから、木立の奥にイエルトの背を狙うもうひとつの影が見えた時、考えるより先に咄嗟に体が動いていた。

「オウジ！」

　イエルトを抱いたまま身を反転させ、王子と影の間に身を躍らせる。影が口中に潜ませていた細い含み針が彼女の肩に吸い込まれるように刺さる。

「エリン！」

　羽をもがれた小鳥のように、エリンの体はイエルトの腕の中に崩れ落ちていった。




　　　◇◇◇




　意識は朦朧としていた。左の肩だけが燃えるように熱い。

「…リン！　しっかりしろ！　エリン！」

　イエルトの声が遠くに聞こえる気がする。聞こえると言う事は、彼は無事なのだ。良かった。エリンは心の底から安堵する。

　彼に死んでほしくはない。

　ずっと生きていてほしい。

　そんな思いだけが、海の底から生まれる泡のように、何度も生まれては彼女の内を照らし、やがて消えていった。

　エリンは三日三晩、目覚めなかった。




　　　◇◇◇




　ぼんやりと目を覚ました時は夜中だった。部屋が暗い。

　誰かが彼女の手をずっと握りしめている。

「気が付いた？」

　囁く声でイエルトだと分かった。

「…オウジ、ブジ？」

　声が、出ている。その事に、軽いめまいのような戸惑いを覚える。この声の意味は…。

「ああ。君のおかげでね」

　大きな手が彼女の額に触れて体温を確かめる。その温もりが信じられぬほど心地よい。

「君も、もう大丈夫だよ」

　優しい声が子守唄のように響いていた。エリンは再びとろりと意識を手放し始める。その前にひとつだけ、聞いておかねば……

「アノオトコタチハ…？」

　イエルトの顔が何故か曇った。

「大丈夫だよ。今はそんな事気にしないで。もう少し、眠るんだ」

　どこかせつなげな、いとおしむ目で、イエルトはエリンを見つめた。その瞳に、彼女は何も言えなくなる。

「あとでまた言うけど…」

　いつもの淡々とした声が聴こえる。

「ナニ？」

「君が好きだ」

「エ…？」

　彼はなんて言った？

　彼は何を言っている？

　もしかして自分は今、夢を見ているのだろうか。でなければ、彼がそんな事を言うはずがない。

　戸惑う彼女を説得するように、イエルトの手が彼女の頬を包み込むと、唇が重ねられた。

　全身の血液が唇に集中したかのように、触れた部分が熱くて動けなくなる。怖くて、目を閉じた。

　唇の柔かさ。彼の熱。それだけを一身に感じている。

　身じろぎもできぬまま数分が過ぎた後、ゆっくりと唇が離れた。

　指一本分の距離で見つめ合う。

　もっと、という欲望を互いの潤んだ瞳に映った自分に見つけた。

　再び唇が重ねられる。

　今度は吸い寄せられるように角度を変え、啄ばむように触れ合った。

　やがて、イエルトの舌がエリンの唇を割ってするりと侵入してくる。欲望を隠す事無く舌を絡め取られ、エリンは自分の内側が大きく疼くのを感じた。熱い。息ができない。それすらも甘美な苦痛へと変わっていく。

　彼の唇が顎へ、顎から首筋へと降りていく。大きく開いた寝間着の襟ぐりの、胸元を強く吸われて大きく喘いだ。

「オウジ…」

「名前で」

「…イエルト、さま…」

「うん」

　寝間着の上から乳房を軽く掴まれて、何度も同じ場所を吸われた。それだけで気が遠くなりそうだった。

　触れ合う布と皮膚の境目が、溶けてなくなっていくようだ。

　ぼんやりとそんな事を考えていたらようやく解放される。

「もう君を帰すのはやめにする。ずっと僕の傍にいればいい」

　夢だと思えぬイエルトの声が、耳元に甘く響いてくる。

　そんな事できる筈ない。だって、もうすぐ婚礼があるのに。

「ここを去れば君の命が危うい。そうだろう？」

「……」

　彼は、何を言っているのだろう。考えようとするのに、鉛のような眠気が彼女を襲った。

「全ては明日の朝、起きてからだ。今は、おやすみ」

　柔らかいキスが額に落とされる。

　その行為のせつなさが心臓に達する前に、ゆっくりと彼女の意識は遠のいていった。




　　　◇◇◇




　明け方、イエルトが立ち去る気配を感じて息をひそめる。パタン、と扉が閉まる音が聞こえたのを確認して、エリンはそっと身を起こした。

　まだ辺りは薄暗かったが、窓の外では小鳥たちが囀り始めていた。

　大きく息を吸って吐き出す。

　驚くほど頭の中がすっきりしていた。今まで──この城に来てから、緊張感と高揚感が入り混じり、ずっと地に足がついていなかったのに。ふわふわと夢の中にいたような日々だった。哀しみも喜びも切なさも愛しさも、寄せては返す波のように彼女を翻弄し続けた。

　しかし今、彼女の心は凪のように静かだ。

　いくつも重ねられていた枕の一番下のカバーの中から、隠してあった細身の懐剣を取り出す。

　彼を、失う事なんてできない。できる筈がない。

　彼の命を奪うくらいなら、自分の命を天に差し出す方がマシだった。

　懐剣を手に、裸足のまま寝台から降り、海に面したバルコニーに出る。ちょうど水平線からいくつもの光の矢が現れ始めていた。

「綺麗…」

　失われていた筈の声が、歓びだけを紡ぐ。

　これが魔女の言っていた『真実の愛』の効果なのだろうか。だとしたら…

　これ以上、彼の傍にいる事は出来ない。

　けれど悔いはなかった。この姿になった事も。彼の元に来たことも。

　今も胸を満たすのは幸福だけだ。後悔はしない。自分の決断のために、たとえこの身が水面の泡のように儚く消えたとしても。

　限りなく清浄な面差しを海に向けて、彼女はそっと鞘から抜いた懐剣を自分のうなじに当てた。

『君が好きだ』

　耳に残る王子の言葉が、痛いほど胸を締め付ける。泣きそうになるのをぐっとこらえた。

「ありがとう、イエルト様。……さようなら、エリン」

　研ぎ澄まされた刃先が彼女の一部に食い込んだ瞬間、淡い光がその身を包み始める。長い金の髪がはらはらと落ちながら、やはり光の泡となって消えた。

　少女は瞳を閉じる。

　思い残すことも何ひとつなかった。

　彼女の手中にあった懐剣も、彼女と共に消えていく。




　そして。

　翌朝、エリンの姿は城のどこにも見えなくなっていた。




　　　◇◇◇




　暗黙の了解として、エリンの不在については誰も触れようとしなかった。

　王子が何も言わなかったからだ。

　探す様子さえなかった。

　ならば訊いてはいけない事、そんな娘は初めからいなかったものと扱うべき事由、と臣下は心得ていた。

　唯一の例外が王である。

「あの娘はどこに行った？」

　限りなく直截的に王は言った。

「さあ。恐らくは国元へ帰ったものと」

　一方、王子の声は素っ気ない。

「恐らくとはなんだ！　明瞭な答えがあって然るべきだろう！　調べさせていたのではないのか!?」

　曖昧さを嫌う王の、いつにも増した叱責がイエルトの頭上を通過する。いつもならもっと父に突っ込まれる事が無いよう如才ない返事を用意しているのに、今はそれすらも面倒だった。

「おい！　聞いてるのか!?」

「聞いてます。父上にとっては朗報ではないんですか？　アデリエル姫の王城入り直前に悩みの種が消えたわけですから」

　言っている事は正論だが、この王子にしては珍しく自棄気味の口調である。

　彼女は消えてしまった。行くなと言ったのに。ちゃんと、好きだと伝えた筈なのに。それが彼女自身の意志だったのだろうか。

　しかし王はそんな息子の態度には一切頓着しなかった。

「お前がフラれたならそれはそれで構わん。引きずって後顧の憂いを残すなと言っておるんだ、このバカ息子が！」

　同情心の欠片もない、いっそ痛快とも言える罵声であった。そしてその声は迷いを抱えたイエルトの、後頭部に軽い衝撃を与え、心を吹っ切る力を持っていた。イエルトの顔にじわじわと笑みが浮かぶ。

「生憎…バカなのは父上の血を引いているもので」

「何を!?　大体いつもお前は…」

　罵声の後半は既に脳を回避して右から左に抜けていた。

　切り札はとってある。多少不貞腐れてはいたが、まだ諦めるつもりはない。




　婚礼を、数日後に控えていた。







５．婚礼前夜




「故く郷にへ、帰ったの？」

「ええ。よんどころない事情がありまして。王妃様に御挨拶できないのをとても残念がっていました」

「そう…」

　さすがに王妃に何も話さないわけにはいかなかった。ローゼリアはエリンを実の娘のように可愛がっていた。

　イエルトのついたささやかな嘘に、王妃は珍しく肩を落とす。とても気に入っていた娘だったのに。あの娘ならいずれ機を見てイエルトの妾妃としてもよいと思っていた。少なくとも正妃と張り合うタイプではなさそうだったし、人を和ませる空気を持っていた。

　しかし何か事情がありそうな雰囲気があったのも事実だ。

　イエルトがそれ以上何も言わぬなら、聞かぬ方が良いのだろう。とは言うものの…

「私の望みは叶ったのかしらね」

　ぼんやりとした呟きに、イエルトは意味を問い返す。

「え？」

「なんでもないわ。ただ…あんな娘が欲しかったの」

　王妃は穏やかにそう言って微笑む。

「もうすぐ正式に娘になる方が来ますよ」

　婚礼相手を指してイエルトが言った。

「そうね」

　ローゼリアはお義理程度にもう一度微笑んで見せた。




　　　◇◇◇




　リステルの王女、アデリエル姫の国入りは予定より五日程遅れた、秋晴れの日であった。

　山越えの際に体調を崩したのが入国直後に悪化したらしい。王城より手前の貴族の城に、数日の滞在を余儀なくされた。

　それもあって、彼女の王宮入りは体調を慮った穏やかなものになった。

　大事な婚礼前なのだ。何かあっては大変である。可能な限り休息と滋養をとるように推し進められた。

　本来であれば婚礼までは王子も面会を控えるべきであろうが、同じ王宮内にいて見舞いの一つもしないのは却って情がない。小さな見舞いの品と共に、婚約者の到着を歓迎した。

　アデリエルは元々大人しい娘でもあったが、病後もあってか更に口が重く、表情も硬く、会話はあまり長続きしない。話しかけても「はい」か「いいえ」で答える事がしばしばで、何度かの会見はいつも手短なものだった。

　用意した部屋は気に入られましたか。何かお困りの事があればなんなりと家令や侍女に申しつけを。

　姫はありがとうございますとだけ言って、それ以上は何も言わなかった。




　婚礼の前日、彼女に用意されたいくつかの部屋の、寝室の隣にある奥の間には、贅を凝らした真っ白なウエディングドレスが用意されていた。

　襟元の詰まった上品ではあるが些か地味なドレスを身にまとったアデリエルは、トルソにまとわされたそれをじっと見ている。

　黒曜石のようなその瞳には、どんな感情も浮かんでいなかった。嫁ぐ直前の、娘らしい初々しさや緊張感は欠片もない。

　今、彼女の内にあるのはもっと別の感情だった。

　ウエディングドレスの、真っ白な胸元に刺繍された、豪奢なアラベスクの模様をそっと指でなぞる。深い溜息が零れそうになるのを堪えた。

「何が、貴女にそんな顔をさせているのでしょうね」

　自分しかいない筈の部屋で不意に話しかけられて、アデリエルはぎょっとして声の主を探した。

　いつの間にか、庭に面したバルコニーのガラス扉を開けて、イエルトが立っている。

「な…っ」

　思わず言葉を失った。

　目の前にいるのは明日、夫となる予定の男だ。

　しかし婚礼前の今は、まだ侍女などの取次ぎを介してから面会を申し込むのが通例であろう。

「驚かせて申し訳ありません。ちょっと夜這いに伺いました」

　優美な笑顔を浮かべて、彼は本気とも冗談ともつかぬ事を口にする。

　夜這いの意味が通じたのかどうか、アデリエルは小さく開けた口を手で覆いながら絶句していた。

「失礼します」

　いつもと変わらず穏やかな笑顔を浮かべながら、王子は足音ひとつさせず部屋に入ってきた。あっという間にアデリエルの至近距離に近付き、人差し指を立てて彼女の唇をそっと塞ぐ。

「どうぞ、そのままお静かに。貴女と、誰にも知られず二人きりでお話したい事があるのです」

　その声音はどこまでも礼を崩さぬ優雅なものであったが、有無を言わせぬ何かがある。アデリエルは強張った表情のまま、小さくこくんと頷いた。この王子なら、恐らく無体な事はしないだろう。…たぶん。

「ありがとうございます」

「…お話、とは？」

　単刀直入に訊ねた。

　もう夜半過ぎである。本当は明日の式に備えて更に早めに休むように言われているから無駄な前置きで長引かせたくはない。

「そう、いくつかあるのですが…まずは些末な事から。実は姫が王城入りする数日前、我が城に不逞の輩が忍び込みまして。その場にいた私の縁者が傷を受けました。彼らにお心当たりは？」

「…なぜそんな事をわたくしに？」

　固い表情を崩さぬまま王女は聞き返す。王城入りしたばかりの自分に訊ねるには、些かぶしつけが過ぎる質問だろう。

「僅かにではありますが、リステルの…お国の訛りイントネーションがありました」

　彼らと交わした言葉は少ない。イエルト以外に気付いた者はいないだろう。そして黒幕がリステルの者であるならば外交問題に達しかねない。言外にそう含んだのを、アデリエルは見て取る。しかし。

「それだけで私にお尋ねになるのは早計でございましょう」

「ええ、確かに。ただ…我々の婚約はなにぶん急なものでしたから、意に染まぬ方が姫の御身内にもいるのやもしれません。姫にも何か心当たりがないかと」

「その縁者の方には同情申し上げますが、生憎わたくしは王宮リステルの中枢とは遠く隔たって生活しておりました。畢竟何も存じません」

　姫の返事はにべもなかった。

「そうですか」

　しばらく二人の間に沈黙が降りる。本当に何も知らぬのか、あるいは知らぬふりをしているのか。

「その方は…」

　それでも言い難そうに、先に口を開いたのはアデリエルの方だった。

「はい？」

「…いえ、何でも」

「どうぞご遠慮なく」

「その縁者の方は…殿下にとって大事なお方だったのでしょうか」

　微妙な質問である。イエルトは微笑んだ。

「若く、美しい女性でした。…と言えば少しは妬いて頂けるでしょうか」

　焦点をはぐらかしたその物言いに、アデリエルの人形のように整った顔に妙な歪みが生じていた。

「答えになっていませんわね。つまりは…その方が若く美しい女性だったから、私が悋気に駆られて襲わせたと？」

「…ああ、そんな考え方もありましたね」

　今初めて気付いたようにイエルトは感心して見せる。その態度がアデリエルの癇に障った。

「何にせよ大変お気の毒でした。どうぞお大事になさって下さい」

　木で鼻をくくったような返礼に、イエルトは面白そうに苦笑する。

「そうしたいのはやまやまなのですが…彼女は姿を消してしまいました」

「それも、わたくしの謀はかりごとだと？」

　打てば響く彼女の答えに、イエルトは段々楽しくなってきていた。王宮どころか世間全般から隔離されて育ったと聞いたから、どれだけ浮世離れしているかと思ったが、想像以上に回転が速い。

「半分はイエス、半分はノーかな」

「いい加減、その煙に巻くような話し方はおやめください。不愉快です」

「分かりました。話題を変えましょう。貴女はこの国にある『人魚姫』の話をご存知ですか？」

「…今度は御伽噺ですか？」

　苛立ちを隠そうともせず、アデリエルはイエルトを睨み付ける。

「ええ。この国の者なら大抵の者が知っていて…でも誰も語る事のない、そんな話です」

　一体何なのだろう。この王子は何を考えているのか。

「…存じません」

　答える前に一瞬の躊躇があったのをイエルトは見逃さなかった。

「こんな話です。この国の王子が誕生日の夜、海上でのパーティを企画しまして。豪華な客船を仕立てて祝宴をあげたのですが、急に嵐が起こり船は難破、王子は海に投げ出される羽目になりました」

「……」

「海に浮かんだ木切れに必死で掴まっていたものの、投げ出された際の怪我で意識は朦朧とし、いつ海に沈んでもおかしくない状態だった。そんな彼を、一人の少女が救いました。海中に長く美しい髪をたゆたわせ、今にも沈みゆこうとする彼を捕まえて陸地に引き上げた。王子は一命を取り留め、二人は──当然のように恋に堕ちました」

　アデリエルの顔が益々固く強張る。

「それが、人魚姫の物語ですか？」

「ええ。恐らくは、貴女が一番知りたがっていた、ね」

「何を──」

　アデリエルの顔に戸惑いが生じていた。




　　　◇◇◇




「本当に？　本当に人魚はいるの？」

　幼い瞳が彼を見上げ、無邪気に問いかける。

「…ああ。確かに彼女はいたよ。厳密に人魚というのとは違うかもしれないが…海神信仰というのがあってね、海に深く深く潜る事が祈りに通じると信じられていたんだ。彼女は誰よりも深く潜れる巫女だった。つまりそれは即ち誰よりも信仰に厚かったと言う事だ」

　そこで彼は遠い水平線を見つめる。彼女の愛した海はもっと紺碧に近い色だった。

　船から海に投げ出された彼は、潮の流れに乗ってかなり南の海に運ばれたのだ。

「彼女のその力によって、海に投げ出された私の一命は取り留められた。同時に──私たちは恋に落ちたんだ…」

「おたがいを大好きになったっていう事？」

「そうだな」

　叶わぬ想いだった。いや、叶う事は叶ったが、長くは続かなかった。

　恐らくは誰も悪くはなかったのだけれど。

「この事は国王陛下には内緒だぞ？　こんな御伽噺を話したと聞いたら、呆れてバカにされるからな」

　彼は真剣な顔で、立てた人差し指を唇に当てた。

「わかった。ふたりだけのないしょだね」

　額を突き合わせ、二人は共犯者の顔で笑った。




　　　◇◇◇




「何を仰っているのか分かりませんわ」

　イエルトに背を向けて遠ざかろうとするのを阻止された。背後から抱きとめられ、耳元で低い声が囁く。

「実は…御国から内々で何度か親書が届いていました。私の花嫁を一の姫か三の姫に変更したいと…」

「！」

　アデリエルは寝耳に水だったらしく、驚いた表情でイエルトを振り向く。しかし、三秒後には元の人形のような無表情を取り戻していた。

「お父様の御意向は存じませんが、事情があればそう言う事も御座いましよう。今回の結婚は二国和平の為のものですから姉か妹でも話は同じはず、わたくしに異存はございません」

「確かにおっしゃる通りかもしれません。けれど謹んでお断りしました」

「どうしてですの？」

「僕は、貴女がいい。そう思ったからです」

「バカな！」

　思いのほか激しい否定を聞いて、イエルトの唇に苦笑が漏れる。

「どうして？」

「だって…殿下には私にこだわる理由も必要もございません」

　あくまで両国を取り持つための輿入れ、更に低俗な言い方をするならば体の良い人質である。王の娘であればそれで十分な筈だ。たまたま姉が国内にて婚約済み、妹は若すぎると言われて候補から外されたが、どちらも些細な障害であり、無理を通せぬほどの問題ではない。寧ろ王宮を離れて暮らしていた二の姫より利用価値があるかもしれない。

　それくらいはこの国の者も先刻承知だろう。

　しかしイエルトはそれを是としなかった。

「とんでもない。貴女に代われる女性なぞいるわけがない」

「一度しか会った事のない政略結婚の相手ではないですか。なぜ殿下がそこまで私に固執なさるのか、理解できません」

　イエルトは薄く笑う。なんて正直で、そして嘘吐きなひとだろう。

「昨年…、我々の婚約が決まった際、私に会いに来てくださいましたね」

「…ええ」

「お聞きしますが、もし姉君やお妹君でも来て下さったと思いますか？」

　婚前の挨拶が礼に則ったものだとは言え、決してなだらかとは言えない山道の行軍である。それこそ政略結婚なのだからそこまで礼を尽くす必要はないのである。案の定、アデリエルは口を濁した。殆ど城から出た事のない姉や妹なら、その道行は婚礼の一度で充分と断じるだろう。

　しかしアデリエルは自分の目で見てみたかった。自分が嫁ぐ国も。嫁ぐ相手も。それが徒になるなんて思いもしなかったのだ。

「分かっている筈です。貴女は──」

　そう言うと、イエルトは彼女を抱き上げてそのまま隣室に運び込む。抗おうとするのを力ずくで制して、ベッドの上に横たわらせた。

「な、何を…！」

「夜這いに参りました。初めにそう申し上げたはずですが」

「人を呼…っ」

　叫ぼうとした唇はイエルトのそれで塞がれる。抗おうとした華奢な左右の手は、指を絡められて、寝台に縫い付けられた。

　抵抗する間もなく彼の舌がアデリエルの唇を割り、深く潜りこんで彼女の舌を捕らえた。息ができず、頭の中が真っ白になる。顔の角度を変えてより深く絡み合う、舌がもたらす高揚に、ぐったりと体中の力が抜けていくのを感じる頃、ようやく細い唾液の糸を引いて解放される。

　溺れた者が必死で水面に顔を出せた時のように、姫は肩で息をする。そんな彼女を、イエルトは怖いほど静かな顔で見下ろしていた。

「傍に居ろと言ったのに、どうして姿を消したんだ、…エリン？」

「っ…！」

　収まらない動悸に胸を上下させながら、アデリエルは唇を噛み締める。

「そんな名前、存じません！」

　勝気な瞳が真っ向からイエルトを睨み付ける。

「そう言うと思ってました。だから、貴女がエリンだという証拠を見せて貰おう」

　王子の手が魔法のように彼女の襟元のボタンを一気に外してゆく。

「やめ…っ」

　抵抗しようとした腕はイエルトの左手で頭上に縫い付けられた。

「この傷は？」

　彼女の首筋には、よくよく目を凝らさないと見つけられない程のうっすらした傷跡が、一本残っている。エリンが賊に襲われた時についた傷と全く同じ場所だった。

「……っ」

　アデリエルは唇を引き結んで顔を背ける。

　そんな彼女の態度は想定内と気にも留めず、イエルトは右手の人差し指でゆっくり傷跡を辿った。指先は胸元へ落ちていく。アデリエルの背筋を雷撃のような熱が駆け抜けた。

「さすがに…ここは消えてしまいましたね」

　苦笑を浮かべてそう言うと、イエルトは指先が辿りついた場所へゆっくり唇を押し付ける。

「や、ダメ…っ」

　暴れようとする彼女の体に覆いかぶさり、強く吸った。

「………っ！」

　歯を食いしばるアデリエルの目元に涙が滲む。記憶が、蘇る。体の芯が大きく震えた。

「…痕が消えても、身体は感覚を覚えているものでしょう？」

　カッと紅くなった頬が、イエルトにとってはこれ以上なく明解な答えだった。

「証拠になりませんわ」

「そうですか？」

「いくら夫になる方とは言え、こんな狼藉、許されません」

「すみません」

　口では謝りながら、その態度は全く悪びれていない。

「そう思うなら離して下さい」

　胸元をはだけたまま彼の視線に晒されている状態が、堪らなく羞恥と口惜しさを煽っている。花嫁となる以上それなりの覚悟はしてきた筈だったが、それでも男性を知らぬ少女にとって今の状況は充分に恐怖の対象となり得た。今、彼女を支えているのは王女としての自尊心だけである。

「そんな怯えた目をしていたら逆効果ですよ」

　行動に反してイエルトの声は優しい。

「もう一度…いえ、何度でも言います。貴女が好きだ」

「ふざけないで！　わたくしは貴方のエリンではないわ！」

「分かってます。アデリエル、貴女が好きだ」

「貴方には『人魚姫』がいるくせに！」

　悲鳴に近い声だった。イエルトの瞳にいとおしさが溢れる。

「貴女は誤解なさってます。人魚姫は…僕の母ですよ」

「…え？」

　予想もしなかった言葉に、アデルは言葉を失う。

「お母、様…？」

　数秒の沈黙が流れた。

「言ったでしょう、昔話だって」

　唇の端で笑いながら、イエルトは遠く過去を見つめた。

「父が──、若くまだ王子だった頃の事です。祝宴の船で難破して海に投げ出された彼は、遠く海神を祭る島の巫女姫に助けられました。彼らはあっという間に恋におち、王子はそのまま彼女を島から連れ出して妃にした。けれど、土台無理だったんです」

　イエルトの言葉は淡々として淀みない。何の感情も交えず事実だけを語ろうとする姿は、却って遠い諦念を思わせ、どこか哀しみを伴っていた。

「無理、とは…？」

　身分の違いから生まれる若き夫妻と周囲との軋轢は、アデリエルにも容易に想像がついた。しかしイエルトが今まで誰にも言わず胸に秘めてきただろうその事実を、彼の口から聞いてあげたかった。

　真っ直ぐな瞳で問い返す少女に、イエルトは苦笑を返す。

「突き動かされた恋情だけで現実を動かす事はできません。突然連れてこられた異国の娘に周りは戸惑いました。それこそどれだけ諌めても頑として彼女を娶る決意を秘めた王子に嫡位剥奪の話もありましたが、彼は何より国民的人気が高かった。仕方なく対外的には王家縁者の養女として体裁は整えられました。とは言え新たな皇太子妃は生まれも育ちも慣習も何から何までがすべて違う。何より彼女は巫女として、真実と正直さを重んじて生きてきた。それは本音を衣に包んでやり取りする王宮の生活とは正反対のものでした。すべてを率直に言葉にする彼女に対して…それこそ周囲は腫れ物に触る扱いだったと聞きます。彼女はそんな彼らを不必要に刺激せぬために、やがて沈黙を選んだ。父は少しでも彼女の立場を守ろうと政務に打ち込みましたが、皮肉な事にそれは逆に彼女を孤独に追いつめる事でもありました。母はすべてを理解し、愛する夫の為に沈黙を守り続けました。けれど彼女とて無辜の民ではない。海神に仕える巫女姫でしたからね。彼女は彼女が愛する王子と同じくらい深く愛する故郷の海に、ずっと引き裂かれ続けたんです。産後の肥立ちの悪さも手伝って、どんどん衰弱していく妻の姿に、王子は見かねて彼女を島に返しました」

　幼い頃の記憶が去来する。

　母を呼んで泣く子供。

　あれは三つ…それとも四つくらいだったろうか。若い母はまだ二十歳を超えたばかりだったはずだ。

（かあさま、ぼくをみて。ぼくはここにいるよ、かあさま──！）

　美しい母の横顔が思い浮かぶ。彼女の眼に映るのは窓の外、遥か彼方の海だけであり、幼い息子がそこに映る事はなかった。

　父親が抱き上げて、泣き叫ぶ少年を母から引き離した。侍女を叱責する声が響く。

（イエルトを近付けるなと言っただろう！）

　今ならあれは、妻と息子の両方を思う、父なりの不器用な思いやりだと分っている。しかし、あの頃は分らなかった。

　ただでさえ感受性の強い少年は、己を守るために物語を作り上げる。

（母様は本当は人間じゃない。人魚なんだ。だから、海に帰りたいのも仕方がないんだ）

　それでも父が母を海の向こうに還すと言った時は悲しかった。

　彼女が運び込まれ、水平線へと消えてゆく船から目が離せなかった。

　いつかは帰って来てくれるかもしれない、イエルトの事を見て微笑んでくれるかもしれない。有り得ないと知りつつも、美しい母の姿はイエルトの心をとらえたまま、放さなかった。

「幻想ですよ。子供が自分の砂の城を守るために作り上げた、美しい御伽噺。それだけです。とは言え国としてはやはり醜聞ですからね。城内で母の事を語る者はほぼいません」

　まるで初めからそんな娘は存在しなかったかのように。

　ローゼリアだけが味方だった。父の幼馴染であった女性は、有力貴族の娘という己の立場を投げ出す事で、王とその息子を守ってくれた。

「イエルト様…」

　王子の語る言葉に、元々聡明な少女は素早く自分の現状を把握する。

「だったら…貴方は初めから分ってらしたのですね。わたくしが『人魚姫』ではないと」

　もうこれ以上言い逃れる事はできまい。紅い唇から自虐の笑みが零れる。

「いつ頃、私の正体に気付いたんですの？」

「二人で城下に下りた時…ロイドと話した時点で、ずっと覚えていた違和感の正体を見つけた気がしました」

「それでも…わたくしと『エリン』を結びつける要因は無かった筈だわ」

　真剣に追及してくるアデリエルの瞳から、つと言いにくそうに目を逸らす。

「…こう言ったらお怒りになるかもしれませんが…エリンの、僕を見つめる目が貴女とそっくりでした」

「！」

　目眩がしそうだった。確かに、イエルトはアデリエルにとって憧れの象徴だったのだ。長く修道院から出る事を許されぬ少女にとって、彼は自由で、何にも囚われずに生きているように見えた。

　彼女の狼狽を逸らすように、イエルトは言った。

「聡明を以て知られるアデリエル姫は、12歳の時に既にウエルナーの『経済論』を読み解いたとか」

「…そんな事も御存知だったんですね」

　大人でも読み解くのは難しいとされる分厚い書である。幼い少女が読み解いた事への周囲の反応は、賞賛よりも戸惑いの方が大きかった。

　なるほど、彼の手の者はずっとリステルの王家におけるアデリエルの複雑な立場を調べに行っていたわけだ。

「その聡明さを憂慮した王と妃の手によって、幼い姫は修道院に行儀見習いに出される事になったと」

　アデリエルは唇を噛んで俯く。初めは面白かっただけなのだ。本の与えてくれる知識と、そこから展開される世界の在り様に無邪気にわくわくしていた。しかしそれが周囲に与える影響に気付いた時は、もう後戻りできない状況だった。

　嫡位を持たない姫が類稀な賢知を得たとしても、生意気だとそしられ、王位簒奪の危惧しか生まれない。本人にその意思があろうともなかろうとも、いつ何処から彼女を担ぎ上げる人間が出てくるとも限らない。

　幼くも賢い姫がその事実に気付くのに時間はかからなかった。だから抗う事無く人里離れた修道院で大人しく暮らした。

　しかし今度の政略結婚で事態は反転する。

『操り人形の如き娘より、賢く立ち回れる姫の方が…』

　そうして白羽の矢が立ったのがアデリエルだ。

　今まで彼女を疎んじていた父や兄も、猫なで声で彼女に嫁ぐ事の意義を説く。

　それでも彼女は嬉しかった。やっと自由になれる、愛する故国の力になれる、そう思ったからだ。

　そうして──

　イエルトと出会い、彼女の世界は突如反転する。

「類稀な賢姫だなんて、誰が言ったのかしら。私はただの無謀な愚か者でしかなかったわ」

　王子の事が知りたかった。花嫁として輿入れする前に、ただの名もなき娘として彼と接してみたかった。だから魔女の元へ赴き、嫁入り前の潔斎と言う名目で修道院の祈りの塔に引きこもるふりをし、単身姿を変えてこの国にやってきた。

『エリン』でいる日々は、幾つかの枷があったとは言え、何ものにも代え難く刺激的で楽しい時間だった。目にするすべての事象が彼女の肌に沁み込んでくる気がした。

「愚かなのは確かですね。王子暗殺の命を受けながら果たさずに帰国したら、貴女自身の命が危ういと気付かぬ訳は無かった筈だ。だから僕は『帰るな』と言いました」

　王女の瞳が哀しみを帯びる。

「わたくしが戻らなければ…協力してくれていたクレアに危害が及んだでしょう」

「幼馴染みのシスターですか」

「本当に、よくお調べになっていらしたのね」

　アデリエルは王子の周到さに素直に感心を示す。

「彼女に…懐刀を託したのは、二国協議に難色を示していた第二王子のようです」

　黒幕が王や嫡子である第一王子でなかった事は幸いである。証拠をちらつかせて釘を刺すだけで済んだ。

「クレアは…兄に密かに憧れていたのです」

　修道院に隔離されていた妹を、たまに見舞ってくれた優しい物腰の兄。いつも取り次いでくれたのは彼女だった。純粋な少女の好意に付けこんで、大事な姫様の御為と焚き付けた事はアデリエルにも容易に想像がつく。

「わたくしが帰らなければクレアの口は封じられていたでしょう。それに…どちらにしろ魔法は解けかけていました」

　いる筈のない隣国の王女が突如城に現れたら、混乱は必至である。それだけは避けねばならない。だから傷付いた体をおして城を出たのだ。

「貴女が姿を消してから、生きた心地がしませんでした」

　諜報機関を駆使して花嫁入国への期待を隣国中に知らしめ、一方で反対派の牽制を促す。それでもアデリエルの安全の確保は完全とは言えず、何度もイエルト自身が迎えに国境を越えようとするのを堪えた。まだ付き合いの浅い他国を、刺激しすぎては却って逆効果になる可能性もある。外交に不可欠なのは微妙なさじ加減なのだ。

　王女自身がようやくバディアック側に入国したと報告を受けた時は、安堵のあまり笑いだしそうになった。

「そんな私の胸中も知らず、貴女は入城を遅らせるばかりか会っても冷たい態度を押し通していました」

「だって、それは…っ」

　我知らずムキになった声を出す。

「それは？」

「貴方が…変な痕を付けるから…！」

　王城を出た直後、魔法が解呪された後も、胸元に付けられた紅い跡は消えなかった。それを残したまま侍女に傅かれる王城に入るわけにはいかなかった。

　真っ赤になったアデリエルの顔を見て、イエルトは思わず吹き出す。愛する少女にその命を諦めさせないための最終手段だったが、そんな別効果が生じていたとは。

「それは…申し訳ありません」

「そんな嬉しそうな顔で仰られても嬉しくありません！」

　肌に咲いた朱を見る度に、熱に浮かされたようなあの時の気持ちが蘇って、恥ずかしくて仕方がなかったのだ。それに、王子が愛する相手はあくまで『エリン』だと思っていた。それが人魚姫でも、姿を偽った仮の自分の姿だったとしても。アデリエル自身が王子に愛される事は決してないのだと思っていた。

「姫こそ姿を変えていたとは言え、あれだけあからさまに好意を示しておいて、僕がどれだけ自制心を総動員していたかお分かりですか？」

　姿を変えて単身現れると言う無謀な少女の、真意や状況が分かるまでは、迂闊に応えて危い立場に陥らせることがあってはいけないと、必死で何も感じぬふりをしていたのだ。正直、自信があった筈の忍耐力はかなり限界値にきていた。

「し、知りません！」

「そもそも初めに裸身で現れた時にはどうしようかと…」

「あれはっ、その、魔法の影響で…っ」

　アデリエル自身は意識はなかったから覚えていないが、その事実を思い返すだけで顔から火が吹き出しそうになる。

「そのあと、無防備に近づかれるたびに、僕は紳士でいる為の心得を何百回と唱える羽目になりました」

「知りませんてば！」

　破れかぶれに叫ぶ。

　確かに『エリン』となり王女という立場から解き放たれた時、あらゆる枷から解放され、思うが儘にふるまっていたのは事実だ。声が出ない事で、それ以上に感情が表に出るなんて気付きもしなかった。

「ならば教えて差し上げます」

　にっこり笑って、イエルトは怒りながらその実泣きそうな顔のアデリエルに、もう一度深く口付けた。







６．御伽噺




「ん、ん…っ」

　口付けに溺れる。

　はじめこそいくらか抗ってはみせたものの、深く侵入してくる舌に少女の腰の力があっという間に抜けてしまう。

　深く何度も吸われ、彼を押しのけようとしているのかしがみ付いているのかも分からなくなる。

「だめ…」

　ようやく濡れた唇が離された時に、アデリエルは息も絶え絶えにそれだけ言った。明日は結婚式なのだ。早く休まねばならないのに、自分は何をしているのだろう。

「嫌ですか？」

　くぐもった熱っぽい声が耳元で囁く。吐息が耳にかかりくすぐったい。

「そうじゃなくて…んっ」

　柔らかく耳を食まれた。それだけでぞくりと腹の奥が震える。怖い。初めての感触に怯える。いや。こわい。

　指先を絡める様にイエルトの手が重ねられた。

「僕も、ただの政略結婚の相手としか思っていませんでした。だからお相手が一の姫でも三の姫でも全然構わなかった──」

「…や、ぁ」

　目蓋に口付けられ、瞳をぎゅっと閉じる。目尻から流れ落ちた涙をイエルトの舌が掬い取った。

「『エリン』が現れるまでは、ね」

　元々感情に流されるタイプではなかった。激しやすい父を見て育ったからかもしれないし、潜在的に恋情に対し警戒心が強くなっていたかもしれない。

「『エリン』の無邪気で純粋な姿は僕を易々と翻弄しました。『エリン』の姿の奥に貴女を重ねてみるようになってからは…」

　苦しげに半開きになっていた桜色の唇に、息を吹き込むように口付ける。再び、アデリエルは息が出来なくなる。彼が何を言っているのか、言葉の意味を必死で追いかけた。

「…驚きの連続でした。ただ従順で大人しいだけかと思っていた貴女が、あんなに豊かな感受性を秘めていたのを見つけるにつけ、堪らなくなった」

　額を合わせられ、目を閉じる。

「いとおしさに、胸が詰まる思いでした」

「…うそ」

　か細い、泣くような声になる。

「言ったでしょう？　貴女が好きだって」

　あれは『エリン』にではなく自分への言葉だったのか。

「…それは、でも…」

　ずっと自分を抑え込んで生きてきた。初めて自由を知り、恋を知って、すべてを失いかけた。

　今、溢れんばかりの幸せを差し出されても、躊躇いの方が先に立ってしまう。彼を、信じていいのだろうか。こんな夢みたいな事を甘受してしまって良いのだろうか。

　エリンである時は、終わりが見えていたからどれだけ無謀にも大胆にもなれた。けれどこれからの未来が見えないアデリエルには、どうしてよいか分からない。

「アデリエル、貴女は？」

「……」

　分かっている筈なのに、わざわざ聞くなんて意地悪だ。そう思う自分が子供っぽくて情けない。

　口ごもる彼女に、イエルトは限り無く優しく微笑んでみせる。

「貴女は…僕が知る誰よりも大胆で、無謀で、愚かで、…素晴らしく勇敢な女性ですよ」

　大事な幼馴染みの為に、危険を顧みず故郷へ戻ろうとした。一国の王子の死を唆すという暗に課された使命において、友クレアは口を封じられてもおかしくなかったし、それはアデリエル自身も然りである。暗殺、とまでいかなくとも、何らかの口実を設けて一生幽閉の可能性は高かった。

（クレアはお兄様から何もお聞きしなかったし、わたくしも何も知らなかったと思し召し下さいませ。もしクレアの身に何かあれば…わたくしは己の命と持てる限りの浅知恵を以てしてもお兄様を──）

　半ばハッタリでもあったとはいえ、賢姫と名高い少女の命を賭した言葉は謀議を企てる王子にとって充分に脅威となり得たし、バディアック側からのアデリエル個人を望む声も彼女を後押ししたのが幸いした。しかしそれは結果論である。

　己を滅して大事なものを守ろうとする者は少ない。皆多かれ少なかれ、自分が得る対価を計算して生きている。

　王族である以上、アデリエルの利他的とも言える性質は決して是とばかりは言えないが、それでも彼女の果敢さはイエルトに一種の感動を与えたのだ。

「そんな言い方、ずるいわ」

　彼の顔を直視できず、思わず目を伏せる。何を言えばいいのだろう。何から言えば……

「『海が、好きですか？』──そう貴方は仰ったのよ」

「え？」

　唐突なアデリエルの言葉に、イエルトは聞き返した。自分が何を言ったって？

　目尻にいっぱい涙を溜めたまま、アデリエルは真剣な面持ちで繰り返す。

「初めてお会いした時、貴方は私にそう聞いたの」

　覚えている。魅入られるように海原を見つめる少女に、話の穂先を作ったつもりだった。

「私、言葉が出ませんでした。だって、何かを好きか嫌いかなんて考えた事がなかった」

　否、修道院に入って以来考えないようにしていたのだ。感情を解き放てば隙を作る事になる。だから彼女の感情の指針は、国王の娘として国の災厄の種にならないか否かだけだった。

　それなのに、婚約者の青年は全く違った。

　好き？　この海を？　わからない。ずっと見ていたいのは確かだけれど、それは好きだと言う事だろうか。そして自分はそれに答えていいのだろうか。

　なら貴方は？

　この海が好き？　きっとそうなのでしょうね。海を見る彼の目はとても穏やかだから。

　きっとこの方には他にも好きなものや大事なものがあるのではないだろうか。そんな風に、自由な感情を知っている人なのではないだろうか。

　羨望や嫉妬に似た感情が吹き荒れる。何を馬鹿な。そんな自分を心中で諌めた。

　けれど、ならば聞いても許されるだろうか。

　貴方は……私の事を好きになれそうですか？

　我知らずそう思ってしまった瞬間、嵐に投げ出された気分だった。

　いつも冷静で理性を失わないよう生きてきたはずなのに、自分が信じられない思いだった。

　今なら分かる。あの時から自分は──

「…お慕い申しておりました。初めてお会いした時から、ずっと…」

　蚊の鳴くような声だった。

　本当に、彼のどこがいいのだろう。見た目通り優しいだけの人物でない事は重々分かっている。クレアの言う通り、何を考えているか分からないところもたくさんある。

　それでも、アデリエルをどうしようもなく惹きつけてやまない。

「私は…エリンより可愛げがないと思いますけど…」

　その恥らう言い方にくらっときた。無自覚なのが怖い。

　エリンの持っていた純情可憐な愛らしさも捨てがたいが、勝ち気に己を隠そうとするアデリエルの、折々に漏れてしまう脆さも胸に迫るものがある。

　元来彼女の本質は、エリンのような素直さと、探究心や冒険心に満ちたものだったのだろうが、王族の姫としては異端にしかならず、畢竟、家族や諸々のものから引き離される結果となった。そのため、長きに渡って抑制が培われ、その本質を表に出す事を良しとしないのだろう。

　アデリエルの姿に戻っても充分に可愛いと、素直に言ったら怒り出すだろうか。それも見てみたい気はするが、あまり苛めてしまっては可愛そうだ。

「姫、続きをしても…？」

「え？　あの、でも…」

　弱々しい抵抗を、イエルトは肯定と見做した。

　可愛い。文字通り、食べてしまいたいくらい可愛い。

　無言で彼女の肌に唇を滑らせる。真っ白な首筋についた薄い傷跡を辿り、胸元を強く吸った。

「あの、痕はダメです…っ」

「なぜ？」

「婚礼前なのに…着替えの時に侍女達に見られたら…」

　事がばれるのが恥ずかしいのだろう。痕を付けなくとも、寝具に大きな跡を残してしまうと思うが、それを言ったら完全に拒否されるかもしれない。

「分かりました。お楽しみは後に取っておくと言う事で」

「あのっ、行為自体も明日でも良いと思うのですがっ」

　明日になれば名実ともに夫婦だ。誰憚る事なく愛し合える。しかしイエルトは拒んだ。

「これ以上、我慢できません」

「そんな…」

　笑いを含ませながら聞き分けのない子供のような言い方に、アデリエルはどうしてよいか分からなくなった。表面上はふざけてばかりいても、その内実はもっと理性的な人物だと思っていたのだが。

「それに…新妻の夫というのも魅惑的ですが、恋人同士の夜が一晩くらいあってもいいと思いませんか」

　駄目押しが来た。

「……っ！」

　間近で向けられた、あまりの甘く蕩ける笑顔に、言いたいことはたくさんある気がするのに返す言葉を無くした。本当に魔女の言う通り、恋なんてしたら自分は愚かになる一方だ。抗うことが出来ない。彼女自身が、理性など吹き飛ばして彼を求めている。

「その、お手柔らかに、お願いします…」

　そう答えるのが精一杯だった。

「善処します」

　イエルトはそう言うと、怖がらせないように愛撫を加えながら、彼女のドレスを脱がせていく。アデリエルは耐えるようにぎゅっと目を瞑っていた。

　清楚な下着の上から掌で胸を覆った。アデリエルの躰が強張る。あやすように、ゆっくり胸を揉んだ。

「ふぁ…っ」

　微かな喘ぎ声がイエルトの耳を擽る。

　甘いその声を吸いこもうとするように彼女の唇を吸った。逃げようとする舌を捕まえて、何度も絡め合う。

　その一方で充分な質量のある乳房の感触を楽しんだ。薄い布越しにも尖端が張りつめてきたのが分かる。指先で刺激すると、彼女の腰がびくりと跳ねた。思った以上に敏感だ。

「アデリエル、可愛い」

「そんな…」

　下着をずらし、硬い先端を親指と人差し指で摘まんだ。彼女は自分の手で口を覆いながら、必死で漏れる声を押し止めている。啼かせたくて、もう一方の先端を口中に含むと、舌先で転がしながらきゅっと吸う。

「ゃ……っ！」

　声にならない愉悦の喘ぎを感じて、自分の唾液で濡れた下着をずらすと、ほんのりと薄桃色に染まった乳房が目前に零れた。

「それに、とても綺麗だ」

「だめです、見ないで…ぇ」

　羞恥のあまり固くなる身体をイエルトの腕が裏返して、染みひとつない真っ白な背中に唇を這わせる。肩甲骨が生き物のようにうねった。

　只でさえ敏感になっているアデリエルの背筋が、イエルトの動きに合わせて何度も跳ねた。思う存分背中を愛撫しながら、後ろから回した王子の手が彼女の胸を弄ぶ。アデリエルの背中が力を失い、イエルトの胸にぴたりと凭れてくる。

　イエルトの手が乳房を掬うように持ち上げ、人差し指と親指が紅く染まった硬い実をくりくりと弄んだ。お互いの、息が荒くなる。

「あ、あ…、や、…ぁ」

（やぁ、こんなのダメ…ぇ）

　初めての快楽に意識が途切れ途切れになる。

　やめてほしいのか続けてほしいのか、自分でもよく分からなかった。

　指が沈み込む柔らかな胸と対照的に尖った先端を充分堪能した後、しなやかな彼の手が胸の丘陵から平らかな腹を辿り、足の付け根へと到達する。腰のあたりにたぐまっている下着の奥へと手が潜りこんだ。

「やぁ…っ」

　白い喉が仰け反る。その顎を王子の右手が掴んで振り返らせ、舌を求めた。反射的にアデリエルが彼の舌を絡め返す。

　下腹部に潜り込もうとするイエルトの左腕にアデリエルの手がしがみついた。彼はそれを柔かく振り切って、湿った薄い茂みの奥に指を滑らせる。今まで誰も触れた事のない、彼女の花唇の奥にある花芽に触れる。そこは熱く潤っていて、くちゅくちゅと卑猥な音を立てた。

「……っ！」

　唇を塞がれて声が出ない。けれど自分自身が知らなかった敏感な部分を刺激されて、まぶたの裏が真っ赤に染まった。指の腹で押しつぶすようにされたかと思うと、きゅっと摘ままれて捏ねられる。その度にお腹の奥がぎゅっと締め付けられるようになり、ぴちゃぴちゃと水音が立った。その蜜が自分の躰から出たものだと気付くと無性に恥ずかしかった。自分の体液が彼の指を濡らしてしまうのが、堪らなかった。

「や、め──」

「気持ち好すぎますか？」

　彼の息も弾んでいた。気持ち好い？　これが？

「や、こんなの、知らな…」

「うん」

　泣きじゃくるような声になった。書物で読んだ知識などとっくにどこかにいってしまっている。

　彼の指が立てる水音が大きくなった。薄い皮膚一枚の下で、自分の体は全部溶けて液体になっているのかもしれない。そう思うほど、どうしようもなく溢れてくる。

「女の人は…体の中に温かな海があるみたいだ」

　優しい声でイエルトが囁いた。

「ずっと、この身を浸していたくなる」

　長い指が奥へと差し込まれる。驚くほどすんなりと彼の指を受け入れてしまい、それが却ってアデリエルの羞恥を煽った。奥がかき回されるのに反応して、内側が無意識にきゅうきゅう締まっていく。その度に彼女から溢れ出す蜜がイエルトの指を濡らし、彼女自身の太腿へと伝って落ちていた。

「イエルト様…」

　彼女の腰に、熱いものが当たっている。

「貴女がいい」

「ふぁ…？」

「アデリエル、貴女じゃなきゃダメなんだ」

　熱と欲望のこもった口調でイエルトが囁いた。見上げれば、引き締まった綺麗な身体が汗で濡れている。

　彼の必死な瞳に、どうしようもなく淫らな自分が映っていた。

「ずるい、です。そんな…」

　溢れてくる涙をぬぐう事さえ思いつかないまま、アデリエルは彼に向かって体の向きを変えると、自ら抱きついて拙いキスをした。

「私を、壊して…」

　無意識にそう言った。政略結婚の相手という立場も、エリンと呼ばれた人魚姫も、全部壊して、魂だけで触れ合いたかった。

　促されるままイエルトは彼女の体をゆっくりと押し倒すと、足の間に自らを潜りこませる。

「少しだけ、我慢して」

「はい」

　そのまま彼女の膝裏を持ち上げると、イエルトはゆっくりと己自身を沈めていった。

「あぁ…っ」

　アデリエルの眉が痛みに歪む。初めて男を受け入れるそこは、想像以上にきつくて狭い。ぎりぎりと穿つように押し進んだ。

「あと、少し…」

　熱く、締め付けられる。

「アデ…アデル…」

　無意識に彼女の名を呼んだ。初めてひとつになるこの行為が、例えようもなく苦しく、気持ち良く、嬉しかった。

「だい、じょうぶ、ですから…」

　息も絶え絶えにアデリエルが答える。

　やがて奥までぴったりと重なった時、イエルトは大きく息を吐きながら彼女の体を抱き締めた。

「貴女を、『人魚姫』にはしたくない」

　遠い異国より連れて来られ、心を壊すしかなかった母のようには。

　彼の言葉の意味がよく分からない。でももう答えは出ていた。

「…ずっと、傍にいますわ。貴方を…ひとりにはしません」

　愛しい王子の背中を優しく抱き締める。

「僕がこんな…情けない男だと知って、失望なさいませんでしたか？」

　母を求める幼子のままのような。

　どこか本音の混ざった問いかけに、アデリエルは繋がった痛みを堪えたまま小さく噴き出す。いつも飄々として見える彼が、そんな事を気にしていたなんて。

「大目にみてさしあげます」

　笑う事で気が緩んだのか、ほんの少しだけ楽になる。

「約束します。御伽噺のように、末永く幸せに暮らしましょう」

　そっと体を剥がし、見つめ合って笑い合う。幸福感に酔いそうだった。

「少し、動きます」

「はい」

　彼女のナカを、ゆっくり往復する。擦れあう粘膜が、溶け合うように熱くなった。引き攣れた痛みがやがてうねるような快感をもたらす。

「は、…はぁ…んん…っ」

　段々と加速する動きに、アデリエルは大波に揺られる小舟のような気分になる。

　彼の言う通りだ。痛みに耐えながらアデリエルは思う。

　自分の中に海がある。普段は穏やかで気付きもしなかったその水面に大きな波が立つ。その波にさらわれまいと、白い脚が彼の腰にしがみつく。

「やぁ…っ」

　大波はやがて嵐となり、彼女の最奥を強く激しく何度か突くと、砕けた飛沫が彼女の奥いっぱいに広がった。満たされる感覚に溺れながら、彼女は意識を失った。




　　　◇◇◇




　婚礼の日も、やはり好天だった。

　誓いの儀式を終えた皇太子夫妻が、市民に庭を開放された皇太子宮の、バルコニーの上で寄り添い合う。

「意外と…似合っておるようだな」

　夫婦になったばかりの若い二人に目をやり、王はいつもと変わらぬ仏頂面で顎鬚をしごく。固そうな娘だと思っていたが、多少は軟化したらしい。二人の間にある空気が柔らかい。どんな経過があったかは知らないが、悪くない。

「そうですわねえ」

　王の隣でローゼリアも慎重に微笑した。

　消えた少女の正体は今以て分からない。もしかしたら遠い異国にいるイエルトの母親が何らかの術を使って遣わした手の者かと疑わなくもなかったが、事実は確かめようがなかった。

　しかし今の、決して演技だけとは思えぬ初々しい睦まじさを見ていると、エリンは海神の遣わしたを人魚だったとも思える。恋心だけを純粋に濾過したような、どこか浮世離れしたあの少女が、あくまで政略結婚である二人の目に見えぬ壁を取り払ったかのような。

　そんな御伽噺のような事を考えている自分が可笑しい。

　ローゼリアはイエルトの気性に一抹の不安を感じていた。

　彼の事は生まれた時から知っている。ずっと、ファラントとその妻、そして息子であるイエルトを傍で見てきた。

　幼い時分に母親と引き離されたせいか、イエルトはとてもナーヴァスで感受性の強い子供だった。そんな彼に王子としての立ち回り方を教えたのはローゼリアだ。少年は賢かったので、早々にその術を身に付けた。

　それ自体はとても良い事だが、傷つきやすい子供を置き去りにしたようで、ローゼリアは時折不安になった。

　臣下や国民に愛される美しい王子。しかし彼がその本根を明かすことは滅多にない。父親と違って浮いた噂も全くなかった。その優しげな風貌と気品を以て、父親より女性人気が高いにも関わらず、だ。

　為政者としてはあるべき姿なのかもしれない。他者によって感情のぶれを起こさない事は。

　しかし何と言っても情熱だけで結びついた、あの両親の息子である。その身の内にはどんな情熱的な嵐を潜ませているか分からない。むしろ本人の自覚なく潜んでいるそれが、いつどんなきっかけで表面下してしまうか、分からない事の方が不安だった。

　婚礼を上げて夫となり王位に近づく前に、一度でいい、どんな形でもいいから彼の殻を破っておきたかったのだ。他者の事で心を揺らし、狼狽え、みっともなくオロオロする事で、自分の弱さをちゃんと知っておいてほしかった。

　エリンという少女の存在は、それに最適だと思った。あの少女の中には情熱しかなかった。イエルトの傍にいたいか問うた時の彼女の眼差しは、他者には決して左右される事のないだろう、熱い意志の塊を秘めていた。イエルトがそれに感化されればいいと思ったのだ。その後押しとしてエリンを侍女にもしたし、美しく着飾らせたり二人きりの時間が作りやすいうように仕向けもした。

　事実、エリンを前にしている時のイエルトは、ローゼリアが見た事のない素顔の彼だった。失われた幼い子供のように純粋で無邪気な。

「けど…本当にどこにいったのかしら、あのこ…」

　国王夫妻と同じく、親族席の王妃の隣に並んでいたリリアナが、ローゼリアの心を読んだように呟くのが聴こえた。

「リリアナ？」

「あ、すみません…」

　心の声を無意識に声にしていたと気付き、リリアナは赤面して口籠る。高貴な立場にある娘に、あるまじき失態だった。

　ローゼリアはにっこり笑って優雅に彩られた唇に人差し指を立てた。意味を察してリリアナはこくんと強く首を縦に振る。

　エリンの本質やイエルトの変化を、この娘も幼いなりの従兄弟への憧憬として、本能的に察していたのだろう。事実、エリンの存在が気になってしょうがない様子だった。急に仮想ライバル的な存在が消えてしまった事への戸惑いは大きいに違いない。

　この思春期に入りかけた少女も、あとで念入りにフォローしなくては。そう心に留め置いて、ローゼリアは再び皇太子夫妻に目をやった。

　イエルトの腕がさりげなく花嫁の腰にまわって引き寄せる。

　その姿はとても仲睦まじく見え、国民たちを湧き立たせた。ローゼリアの目も細められる。

　まあいい。あの少女は一時の幻。

　恐らく──

　ローゼリアの望み通り、イエルトの殻は少なくとも一度は破られたのだろう。

　幸福そうなイエルトを見ている限り、あの少女だけが何らかの犠牲になったとは思えない。あの少女だけを犠牲にして、あんな風に笑えるイエルトではないはずだ。だからきっと大丈夫。

　過程はどうあれ、皆が幸せになれるのならそれに越したことはない。

　彼らの間にどんな会話がなされているのか気付きもせず、ローゼリアは満足気に、サイドテーブルに用意されていたシャンパングラスを手に取って隣席の王に掲げて見せた。
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　一方、傍らに立つ妻の体を支えながら、王子はこっそり訊ねた。

「腰は大丈夫ですか？　立つのが辛ければもっと僕に掴まっててもいいんですよ？」

　アデリエルの頬が真っ赤に染まる。

「仰らないで！　大体貴方が昨夜あんなに何度も…！」

　表面上は笑顔を貼りつけて国民に手を振りながら、小声での応酬は誰にも聞かせられないものであった。

　そもそも一度で終わりだと思っていたのに。あの後何度繰り返されたのか、もう覚えていない。

　幸い肌は艶を増し、化粧のノリは良かったものの、正直、使い慣れない筋肉を使って足腰は立っているのが精一杯だった。

「すみません、激情に駆られてつい我を忘れました。今夜はもっと手加減しますから」

　まったく悪いと思っていない顔でイエルトはにっこりとほほ笑む。

「今夜もするんですか!?」

　思わずアデリエルは聞き返してしまった。

「当然でしょう？　今夜は新婚初夜ですよ？」

「！」

　そうなのだが。

　頭の中では彼の言っている事が至極真っ当だと分かってはいるのだが、一抹の不安が彼女を怯えさせた。あんな激しい嵐に連夜翻弄されて、自分は大丈夫なのだろうか。

「大丈夫ですよ。ちゃんとすぐに気持ち良くなりますから」

「な…っ、知りません！」

　気持ちよくないわけではない、とは恥ずかしくて口が裂けても言えない。

　胸中を読んだような王子の言葉に、真っ赤な顔で睨み付ける彼女の姿を、イエルトの口付けが民衆から隠す。その一見睦まじい様子に見ていた人々がワッと湧いた。やんやと喝采が沸き起こる。

「せめて衆目の前では笑顔でお願いします」

「す、すみません」

　己の失態に気付き、身を竦める。

「貴女の怒った可愛い顔は僕専用ですから」

　しかし彼の茶目っ気たっぷりの言葉に、また血が上るのが分かった。こんな恥ずかしい言葉に動揺する自分が情けない。易々と翻弄されているのは自分の方ではないか。

　本当に、恋情は度し難い。こんな王子を愛しいと思ってしまう自分が悔しい。

　それでも…

　これから彼と共に未知の世界に漕ぎ出すのかと思うとわくわくする自分がいる。

　故郷を離れ、新たな土地で、人生と言う航海が始まる。どんな嵐が来ても、彼と一緒なら乗り越えられるだろう。いや、乗り越えて見せる。

　そう思える自分が嬉しかった。

　彼が、自分と言う存在を認めてくれたから。

　観衆に応える彼の横顔がとてつもなくいとおしくて、アデリエルは彼の頬にそっと口付けた。

　再び辺りがどっと沸く。

　イエルトが少し驚いた顔をして振り向き、彼女を抱き上げて満面の笑みを見せた。

　御伽噺の結末のように幸せだった。

　しかし、唯一違うのはこれが結末ではなく、彼らの始まりだと言う事だった。




　遠くさざ波の音が、終わる事のない祝福のように、すべての者の耳に届いていた。
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「もし人魚姫に会いに行くときは、僕も連れてってくれる？」

「そうだな。考えておこう」

　あの日の小さな息子が更にこんな息子を作ったと知ったら、彼女は喜ぶだろうか。

　目の前の少年は、母と引き離された頃の息子によく似ていた。もっともイエルトよりよほど屈託はないが。父親譲りの茶目っ気のある瞳に、母親譲りの黒髪がよく映えている。両親に似て好奇心の強い子供だった。

　遠くで母が呼んでいる声を耳にし、少年は祖父の膝から飛び降りた。

「じゃあね、おじいさま。また来るね」

「ああ。ちゃんと勉強するんだぞ」

「はあい」

　元気よく駆け出す孫の姿に、前王は目を細めて送り出す。

　自分にできる事はすべてやった。そして王位はとっとと息子に譲り渡した。それもこれも、再び彼女に会いに行くためだった。

　エリーニア。彼の巫女姫。嫁いできたときには還俗していたから、彼女の洗礼名を知る者は一握りだった。夫となったファラントとその息子。そして当時彼女の侍と女もであり、後にファラントに沿ってくれたローゼリア。

　彼女エリンは自分の為に全てを捨ててついて来てくれた。何よりも、彼女が限りなく強く愛した聖地の海から引き離した。

　その結果、多くの辛い思いをさせる事になってしまった。息子と引き離されたのもそのひとつだ。周囲の目は決して温かいものではなく、それ故に彼は必死に努力して王としての揺るぎない地位を作り上げた。しかし、彼女のための努力は、皮肉にも彼女を孤独に追い込む事となってしまった。

　最後まで沈黙を守り通し、望郷を叫ばずにいた事が、唯一の彼女の戦い方だったとわかっている。

　その後、ローゼリアと結婚したのは自分の国での地位を確固たるものにするためだった。

　世継ぎの王子でありながら素性の知れぬ娘を娶った彼の地位は、安定しているとは言い難かった。しかし、自分とエリンの想いを無意味なものにしないためにも、息子であるイエルトの嫡子としての立場を守りたかった。

　一方、ローゼリアは国で一番の有力貴族の娘でありながら、幼い頃の病が元で子供が産めない体だった。

　言い出したのは彼女の方からだ。

『私を利用なさって。子供が産めないと言うだけで役立たずと断じた家の者に、復讐してさしあげたいの』

　にっこり笑ってそう言われた時には、さすがに言葉を失った。

　しかし気心の知れた幼馴染みでもあるローゼリアは、彼女の家柄を別にしても、得難い戦友でもあった。彼女がいてくれたおかげで、政治家としてもイエルトの父親としても、どれだけ心強かったか分からない。

『無事イエルトの行く末が見えた暁には、さっさと隠遁して彼女エリンの元へなりとも行かれればよろしいわ。私は新しい恋人でも作って、イエルトの孫と遊びながら暮らします』

　きっぱり言い切ったローゼリアの笑顔は、一片の嘘偽りを含まぬ潔いものである。

　長年培ってきた家族としての関係は、二人の間に違わぬ友情を育んでいた。

　だから──

　国交のためとは言え、花嫁として迎えた隣国の王女はなかなか聡明で覇気に満ちている。あの娘ならあのぼんくら息子ともうまくやっていくだろう。もう充分自分は務めを果たしたのだ。

　だから、今度は自分が彼女の元へ行く。それが、彼の長い間心に秘めていた決意だった。

　この事を知ったら、あのバカ息子は笑うだろうか。

　…まあ、それも構うまい。

（エリン──もうすぐ君の元へ行く）




　いつか見た、あの碧い海に。







番外編　たとえ水面の飛あ泡わと消えても










　世継ぎの王子、イエルトと隣国リステルの姫君、アデリエルの結婚は大いに祝賀ムードで満たされた。

　少なくとも表面上は。

　歳の頃も釣り合うし、二人とも充分に見目麗しく、初々しい皇太子夫婦ロイヤルカップルの誕生である。

　何より、一時緊迫化した隣国との関係に一応の安寧がもたらされた。最悪戦争にもなりかねない空気を孕んでいたから、好戦的な一部の輩を除けば、上流下級を問わず平和を望む良識ある国民にとっては幸いな事である。明日の鉄より今日のパン、元々バディアックは豊かな国なのである。気候が温暖で農作物はよく実るし、海からの恵みも多い。船での交易も多く文化振興にも優れている。何より王が有能なので、国民の不満も少ない。

　とは言え一部、そんな世の理から外れる意識の者もいなくはない。

　決して高度に政治的な理由ではなく。

　何と言ってもイエルトは国民人気が、特に女性人気がとても高かった。異国の母の血を引き、優美でありながらどこかエキゾチックな雰囲気も漂う端麗な容姿、深い知識と洗練された物腰、それでいて武術大会では一、二位を争うほどの剣技や馬術の腕もある。時折見せる孤高の影と、対照的に漏らす悪戯めいた表情が相乗効果を生みだし、怒涛波濤の勢いで女性たちの好感度を上げている。

　そんな彼の事だから、たとえ社交辞令の一環とはいえ、目があった瞬間軽く微笑するだけで大抵の女性がぽーっとなるのが常であった。

　もちろん一般庶民にとっては雲の上のアイドルでしかない。

　しかし上流階級の、とりわけ年頃の娘達はあわよくば彼の妃に、あるいは愛妾でも侍女にでもと望むものも少なくなかった。彼の複雑な出自故に王族なら早くて当然の婚約が遅れていた事も、彼女達を浮足立たせる一因となっていた。

　それが突然の降って湧いた寝耳に水の政略結婚である。夢見る乙女達には国の為と状況を理解できても、感情では納得し難い事この上ない。

「婚約が決まるまで一度もお会いした事がなかった方と突然結婚なんて、イエルト様が気の毒だわ。しかも異国の方なんてお話が合うのかしら」

「そうよ。それにリステルの姫君って、お美しいけどちょっと大人しいっていうか陰気じゃない？」

「才媛だって噂だけど本当なのかしら。もしそうなら生意気な奥様にイエルト様が苦労なさらなければ良いのだけれど」

　この場合、事実は上滑りする。恋敵は好人物であってはならないのが嫉妬の常道だからだ。

　早くも彼女たちの頭の中では高慢ちきで性悪な妻に苦労させられるお気の毒な皇太子殿下、という図ができている。身を以てお慰めしたいという下心満載である。

　そんな訳で、各所で開かれた皇太子夫妻の祝賀舞踏会や園遊会において、アデリエルは数多くの女性達に目前ではごくごく丁寧に、しかし遠目ではすべからく値踏みされる視線に晒される事となった。




「大丈夫ですか？　お疲れでは？」

「いいえ。皆様にも大変良くしていただきましたし」

　招かれた舞踏会帰りの、二人きりの馬車の中で、そんな会話が交わされる。イエルトもこの状況に気付いてはいるが、どう対処したものか決めあぐねている。今のところ実害がないと言えばないし、当の王子が妻を庇えば逆に火に油を注ぎかねない。結局は静観するしかないだろう。

「もし御不快を感じるような事があれば、無理に招待を受けなくてもいいんですよ？」

　天鵞絨ビロード貼りの馬車の中、振動をやわらげる為に重ねられたクッションに身を沈め、イエルトは慮る目を向けて隣に座る妻にそう言った。彼とて自分の妻に対する周りのリアクションはある程度予想していたが、彼女たちの反応はそれを上回る露骨さだった。正直、隣にいても痛いほど視線が刺さる。

　王家主催の御披露目パーティが済んだ今、皇太子夫妻祝婚のパーティはあくまで貴族達の自主的なものである。自国の王子の祝い事だから当然競い合うように招待状は届くが、あくまで上位はイエルト達王族だから、断っても問題はない。

「そんな事…まだこの国で右も左も分からぬわたくしに、皆様が親交を深めようとしてくださっているんですもの。断ったりしては失礼ですわ」

　イエルトの気遣いをアデリエルはやんわりと微笑みながら退ける。

　けれどイエルトは重ねるように言った。

「そうでなくとも招待や献上品への礼状等、自筆なさってらっしゃるそうじゃないですか」

　アデリエル付きの侍女から、皇太子妃の睡眠時間が少ないようだとそれとなく一応の懸案些事として伝わってきている。パーティ等の御礼状等数の知れているものだけならともかく、山のように届くお祝いの品にいちいちお礼を書いていたら確かに時間はいくらあっても足りないだろう。勿論相手によってはイエルトも書くが、概ねは王族専用のサイン入りカードを執事に送らせるのが通例である。王族が臣下におもねる必要はない。

「それは…せっかく御好意を受けたのですし、ほんの一言と署名だけですから」

　おもねる必要はないが、それでも投げた好意に誠意が返れば嬉しいのが人の情だろう。アデリエルの行為も決して間違ったものではない。新参者の人気取り、と受け取る者もいなくはないが、それは受ける側の品性の問題だった。

「それで睡眠を削って倒れでもしたら元も子もないと思いますが」

　アデリエルの言い分も分からなくはないが、やはりイエルトの顔は渋い。皇太子妃という立場上、国内外を問わず社交が彼女の公務ではあるのだが、元々華奢だった彼女の体が更にほっそりしてきているのは決して気のせいではないだろう。化粧で分かりにくくはしてあるが、時折顔色が青白いように見える事もある。若いから多少の無理はきくだろうとは言え、先はまだ長い。只でさえ慣れぬ異国生活にこれ以上負担を増やしたくはなかった。

　これでも厳選されているとはいえ、連日の社交三昧だ。元々彼女自身、生国リステルでは幼い頃から社交界、というより世俗そのものから切り離され、人と交わる事の少ない修道院で育ったのである。それでも多くの臣下の前で臆することなく立っていられる彼女の芯の強さは称賛に値するが、見知らぬ人々の中に唯一人、しかも決して好意的ばかりでない視線に晒されていては気疲れして当然である。

　正直、二人きりになる時間さえままならない。その上自ら雑事を担い寝不足とくれば、イエルトの憂慮も当然だった。

　そんなイエルトの心配を払拭するように、アデリエルはにっこり微笑んでみせる。

「ご心配なさらないで。王族同士の結婚が珍しくないとは言え、面識のない異国の娘が嫁いできたんですもの。好奇の目に晒されるのは当然ですわ。直接本人を見れば多少は満足なさるでしょう。お祝いの類も今しばらくの事、永遠に続く訳ではありませんし」

「それはそうかもしれませんが…」

　それでもイエルトの顔は晴れなかった。彼女の言っている事は正しい。彼女は自分の果たすべき勤めをよく心得ている。けれど…。

「殿下の方が大変そうですわ。公務の合間を縫ってのパーティ三昧ですもの。どうぞ無理なさらないで下さいね」

「ええ」

　イエルトについては問題はない。元々自国内の事であるし、多少の多忙は慣れている。つまりは手の抜き方も。

「それに……には…けられませんし…」

　一瞬、目が泳いで虚ろになる。心の中の声が思わず漏れてしまった様な呟きだった。

「姫？」

　イエルトは目顔で先を促した。思うところがあるのなら聞いておきたい。

「いえ、その…つまり」

　思わず本音が漏れそうになったことにハッとして、アデリエルは気まずい顔で視線を逸らす。しかしイエルトの視線は刺さったままだった。諦めたように、彼女らしからぬたどたどしい声が言葉を紡ぐ。

「…殿下の妻はもうわたくしなのだと、皆様にちゃんと心得て頂きたいですし」

　ほんのりと首筋が紅い。

　イエルトを想う彼女達に、軽い悋気、だろうか。勝ち気な黒曜の瞳が自ら発した言葉の気恥ずかしさに揺れていて、思わずイエルトの頬が緩んだ。

「すみません。はしたない事を申しました」

　夫の笑う気配を察してアデリエルの頬が更に紅潮した。

　イエルトはそんな彼女の手に自らの指を絡め、白い頬に己の顔を近付けた。

「そう言う事でしたら…思う存分衆目の面前で睦まじくしないとね。そう、見てる者がうんざりするくらい」

「それは、あの…！」

　王女の首筋が真っ赤に染まった。そもそも修道院育ちの彼女にとっては、公衆の面前でのキスでさえまだ恥ずかしくてたまらないのだ。それなのに、この王子は時折どんな無茶をするか分からない。

「程々、になさって…」

　細い顎をひょいと捕まえ、消え入る声を飲み込むように口付ける。啄ばむように重ねられるそれは、やがて角度を変えながらゆっくりと深くなっていく。

「努力します」

　イエルトのどこかふざけた声がアデリエルの耳を擽る。

　幸い馬車の中は二人きりだった。

　彼の袖口を掴みながら、アデリエルは肌に落とされる王子の唇の感触にうっとりと目を閉じた。
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　実際アデリエルの言う通り、数ヶ月も経つと祝賀ムードは徐々に鎮静化してきていた。

　また人並み外れた記憶力と機転を持つ彼女の社交術にそつはなく、上流社会においても概ね問題なく受け入れられている。気難しい事で知られる王でさえ「なかなかの出物だったようだな」と呟いたくらいである。それもあって、新参の皇太子妃の評判はなかなか以て上々だった。

　面白くないのは熱狂的な王子のファンである。

　王子が幸せなら、と涙を呑んで割りきる者も多々いたが、地位も気位も高い娘程そうもいかない。

　只一心に王子を想い続け、彼の君に相応しくあるべく日々美容に明け暮れ、昼に焦がれてはうっとり微笑み、夜に焦がれては涙を流すような思春期特有情緒過多な娘は、残念ながら皆無とは言えなかった。




「そうですわね、要注意人物と言いましたらやはりマディル侯爵家のコーネリア様か、オルトード伯爵家のアマンダ様ですかしら。なまじそこそこお綺麗ですし、我儘放題に育ってらっしゃるから自分が世界の中心だと誤解なさってますわ。あとはギリム侯爵家のルディエ様とか……幸いミノー家のミュリエル様は無事お諦めになったようですわね。あちらはまだお父様に良識があったようで先日婚約を発表なさってました」

　明るい陽射しの射す皇太子宮の応接間で、蜂蜜をたっぷり入れた紅茶を優雅に傾けながらリリアナは歯に薄布一枚着せる事無く舌鋒を冴え渡らせる。

「助かりますわ。パーティ三昧のおかげでおおよその見当はつくようになったのですが、リリアナ様に裏付けを頂ければ確信が持てます」

　アデリエルは我が意を得た顔で素直に謝辞を述べる。

「くれぐれもお気を付けあそばしてね。あわよくば皇太子妃がうっかり『事故死』なさる事を、平気で望む方々ですから」

『事故死』に力を込めてリリアナは言った。脅しではない。彼女達にはそれを実現させるだけの財力も手立ても充分にある。

「簡単にやられてしまっては嫌ですわよ？」

　口にした些か野蛮な言葉に反して、リリアナは子供ながら淑女そのものといった上品な笑みを浮かべる。

　何を隠そう、先に述べた『要注意人物』の筆頭は、元々この少女だった。本来イエルトの婚約者第一候補であったリリアナは、それでもその地位に甘んじる事無く、社交界入り前にも係わらずライバルの牽制には余念がなかった。とは言えあくまで良識の範囲内ではあるが。実は相当な跳ねっかえりである。

「はい。重々心しますわ」

　アデリエルも心得た様に重々しく頷いて見せる。

「もちろん、『あの件』も忘れてはいませんわよね？」

　リリアナは最大級の愛くるしい笑顔を浮かべて、アデリエルに甘えた声を出した。

「お約束は確かに」

　アデリエルもそつのない笑みで答える。

　新参者であるアデリエルにとって、国の者たちに受け入れられる為になによりもまず必要なのは、情報だった。もちろん夫であるイエルトや姑となった王妃ローゼリアに聞く事も出来る。しかし好意を寄せてくれる者より多少の敵愾心がある者からの方が時として情報を得やすい。好意的な者は、アデリエルを傷付けまいとする思いやりや気遣いから、時に耳に痛い情報は伏せてしまうからだ。

　王族側からとはまた違った視点で、しかも忌憚のない意見と正確な社交知識を持つ者として、リリアナは情報源に最適だった。だからこそ、アデリエルはこの少女との懇意を深める事を真っ先に優先したのである。

「ならいいわ」

　リリアナは満足そうに微笑んで、卓上の皿に盛られたタルトレットにフォークを伸ばした。
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　彼女が意識を取り戻したのは、見慣れぬ薄暗い部屋に置かれた大きな天蓋付きベッドの上だった。

「心積もりが足りなかったかしら…」

　アデリエルは思わず小声で呟いてから、密やかに溜息をもらす。

　縄で後ろ手を縛られて動きが取れないのとは別に、右肩がつきつきと痛い。どうやら倒れた時に打ったらしい。

「お目覚めかしら」

　くぐもった声がする方向に目をやると、寝台から数メートル先、陽を遮る厚いカーテンの、丁度隙間から逆光を受ける形で女が立っている。正体を隠すために鼻から上の仮面をつけているようだったが、それでも身分が高いのは充分見て取れた。遠目で見てもドレスは高級品だったし、念入りに口元を隠している扇子にはふんだんに孔雀の羽があしらわれた高価なものだ。

「もう少し薬が効いていると思ったのだけど…でも抵抗できる意識がある方がきっと効果的ですわね」

　そう言って女は扇子の向こうから忍び笑いを漏らす。アデリエルはさっと身を固くした。

　かどわかされたのだ。

　そしてこれからアデリエルに危害を与えるつもりらしい。

　私室の机の上に二つ折りのメモを見つけたのは朝食後の事だった。

『大事な話があります。他の者に内密で、変装して裏の森のいつもの場所へ。イエルト』

　筆跡はイエルトのものに酷似していたし、変装用の衣装はタンスの奥に常時準備してある。機会があれば、お忍びでまたイエルトに城下に連れて行ってもらう予定だったのだ。

　修道院育ちのアデリエルは慣れた手つきで、侍女の手を借りずに簡素な町娘の衣装に着替えると、そっと私室を抜け出した。

「イエルト様？」

　指定された場所で夫の名を呼ぶ。返事はなかった。梢がさやさやと風に鳴っているだけだ。

　もう一度彼の名を呼ぼうと口を開きかけた時、首の後ろに細い針の痛みを感じて気を失った。そして気付いた時には見慣れぬ部屋の中だった。人の気配がしないあたり、貴族の別宅と言うところだろうか。まだ強い陽が射しこんでいるところをみると半日は経っていないだろう。皇太子妃不在を誤魔化す小細工が施されているとしても時間が経つほど騒ぎになる危険性は増す訳だから、せいぜい経っていても小一時間といったところか。城からさほど離れてはいない筈だ。

　薬が残る、多少朦朧とした頭でそこまでさっと考える。着衣に乱れはないから、意識を失っている間に加えられた危害は無いようだ。我知らず安堵の息が漏れた。薬もこの様子なら大したものではないだろう。

「わたくしに何かあれば、ただ事ではすみませんよ？」

　アデリエルは落ち着いた声で淡々と女に言い放った。しかし、その問いは相手の想定内だったようだ。

「二国間の事ですかしら。でも…妃殿下自らの失態であれば、我が国の非にはなりませんわよね？　たとえば…好奇心旺盛な妃殿下が、不用意に城下に下りたが為にならず者にかどわかされ、慰み者となって絶望し、果てに自害なさる、とか」

　なるほど、それが彼女の筋書きか。確かにどこかの舞踏会か園遊会で、問われて城下の営みにも興味があると答えた事があった。どこかでそれを小耳に挟んだのだろう。

　バディアックは思った以上に、生国より開放的な国だ。高貴な立場の者がそっとお忍びで、というのは珍しい事ではないらしい。さすがに婦女子それは憚られるが、治安の良さも手伝って決して皆無ではない。事実、王妃ローゼリアも若い頃は共を連れてこっそり遊びに行っていたと言っていた。リリアナに至っては言うに及ばずである。

　つまり目の前の女の謀略が、決して有り得ぬ事ではないと言う事だ。

「それが何者かによる企てではない、と証明できれば、ですわね」

　それでもアデリエルは冷静だった。犯罪者に取り乱して見せるほど彼女の矜持は低くはない。

「そんなの…。いくらでもこちらに都合の良い証言をご用意できますわ。それに…事実疵物となっても、平気でそんな風に減らず口が叩けるのかしら」

　ふふふ、と彼女が笑う度に孔雀のセンスがしゃらしゃらと揺れる。よほど自分の計画に自信があるのだろう。あるいは蒙昧的な自己陶酔か。

「極刑になると分かっていて、そんな危険を冒す者が？　わたくしに何かがあれば殿下はどんな事をしてでも犯人を捜し出して口を封じますわよ？」

　皇太子妃への暴行など王室にあってはならない醜聞である。イエルトの立場であればすべてを闇に葬り去るのが常道であり、彼自身その為にはどんな非情な手段を用いても躊躇う事はないだろう。為政者としても、アデリエルの夫としても。

　イエルトを話に出した事で女の頭に血が上った。

「まったく…泣いて助けを乞えばまだ可愛げがあるものを…！」

　そんな彼女をアデリエルは冷静に観察する。マディル家の姫にしては背が高い。逆光の中、見えにくいがオルトードのコーネリアは見事プラチナブロンドだった筈だ。この女の髪は茶色に見える。もっとも鬘を付けている可能性もあるが。声と体つき、それに喋り方や癖、来ているドレスの趣味、この数ヶ月で言葉を交わした多くの女性たちとの共通項を探る。他に候補として思い当たるのは……

「まあいいわ。せっかく目を覚ましたんですもの。粗野な男達にたっぷり可愛がって貰うといいわ。いつまでそのすまし顔ができるか、楽しみね」

　女はそう言うと、傍らにあった呼び鈴を鳴らす。

　ベッドを挟んだ反対側の扉から、三人のいかにもならず者といった風体の男たちが入ってきた。皆一様にニヤニヤといやらしい笑いを浮かべている。

「なかなかの上玉じゃないですか。本当にいいんですかい？　この娘を好きにして」

　兄貴分らしい背の高い男が、目を爛々とさせながらいった。

「構わないわ。国に仇なす不忠者よ」

　扇子で口元を隠しながら、女は躊躇う様子を見せずに言い放つ。

「げへへ…金まで頂いてこんな娘っ子とイイ思いができるなんざ、話がうますぎますなあ」

　出っ張った腹を突きだしながら、二番目に現れた男もだらしなく口元を緩めた。ドレスさえ着ていないとは言え、美しいアデリエルの顔と肢体を眼前に、男達は今にも涎が垂れそうになっている。

「口止め料もこみよ。いいから好きになさい」

「それでは…」

　ズボンのベルトを緩めながら、男のあばた面がアデリエルに近付く。近付けられる臭い息に、さすがのアデリエルも背筋に怖気が走った。しかしゆっくり息を吸い込むと、空気を震わす声音で一喝する。

「無礼者！　私が何者かと知っての狼藉か！！！」

　ファラント王もかくやという咆哮に、男たちの動きがびくりと怯む。その威厳は、小娘とは思えない程絶大だった。

　そう言えばどこかで見た顔のような気もする。いやいやしかし、こんなところにそんな方がいる筈がないではないか。走馬灯のように駆け抜けた思考が、男達に動くのを躊躇わせる。

　同じく自失しかけた女がいち早く我を取り戻し、男達をけしかけた。

「何をやってるの！　そこにいるのは自分が皇太子妃だと思い込んでる足りない町娘だと言ったでしょう！　いいからやっておしまいなさい！」

　女に怒鳴られてようやく男達もはっと我に返り、ベッドに転がされている娘に怒りを向けた。

「このアマぁ…えらそうに…っ！　たっぷり可愛がってやらあっ！」

　アデリエルは一歩も引かず男達を睨み付ける。こんなところでこんな男達に汚されるわけにはいかない。しかし逆上したこの男達にもう言葉は通じないだろう。けれど──

　じわじわとベッドに近付いていた男達が今にもアデリエルに飛びかかろうとした瞬間、バタンと勢いよく扉が開き、雷鳴もかくやという野太い声が響き渡った。

「そこまでだ、お前達！　そのお方から離れろ！」

　王宮の護衛隊長イエーガーが、部下を引き連れてわらわらと部屋に入ってくる。

「外にいた見張りもすべて取り押さえた。観念するんだな」

「何なの、お前達は…！」

　女のつんざくような金切り声もそこそこに、ならず者たちが一斉に捕縛された。

　狼狽えて後ずさる女も、兵士の一人が取り押さえる。あっという間の逆転劇であった。

「妃殿下、大事有りませんか」

　縛られていた縄をほどきながら、イエーガーは声をかける。

「はい。すみません、手間をとらせて」

「いえ。でもあまり無理をなさるのはお控えください。私が殿下に怒られるだけならまだしも、妃殿下に万が一の事があったらこのイエーガーめも生きてはおりません」

　筋骨たくましい壮年の護衛隊長は、アデリエルの戒めを解きながら大真面目な口調で言った。隊長の誠意に応え、アデリエルは真面目な顔で肯く。

「心得ました。隊長のご尽力に感謝します。それより今回の件の裏付けはとれそうですか？」

「抜かりなく。屋敷内にいた者は全員捕縛済みですし、この件に関わった者はすべて取り押さえてあります」

「ご苦労でした」

　護衛隊の一人に取り押さえられ、椅子に座らされた仮面の女だけが、現状がつかめず呆然としている。

　完璧な計画だった筈だ。皇太子宮にも協力者を引き入れていた筈なのに…。

　縄を解かれ、自由になったアデリエルは、彼女に近付いて静かに言った。

「わたくしを罠におかけになるつもりだったようですが…逆にかけさせて頂きましたの。どうぞ、お気を悪くなさらないでね、ミュリエル姫」

「な、何を…、わたくしは…！」

　女は座ったまま言い返そうとしたが言葉が続かない。皇太子妃誘拐計画はおろか、自分の正体まで知られていたと知って、激しい動揺に襲われていた。

「お認めにならなくても結構です。この事は公にはされません。何も起きなかった事が、恐らく貴女の計画を薄々知っていて静観していただろう他の方々への牽制になりますから」

「！」

　女は怒りと絶望のあまり、ガタガタと震えだす。

　アデリエルはそんな彼女を痛ましげに見下ろした。

　王宮の情報官は優秀だ。似たような計画を立てている者の情報は、他にもいくつか上がってきていた。ならば大人しく待っているより、わざと隙を作って攻撃されたところを反撃し、侮れぬ相手だと知らしめる方が効果的な抑止力になると判断した。ミュリエルが協力者だと信じていた者も、元々言い含めてあるイエルトの臣下である。

　そしてこの手の情報は、どれだけ秘密裏に運んでも漏えいしやすい。ミノー家の失態によって、状況を窺っていた他の計画者達もなりを潜めるだろう。元々皇太子妃への恨みは感情的で浅薄なものでしかない。

「わたくしを…見せしめにしたのね」

「否定はしませんわ」

　それでも見せしめの的を彼女に絞った訳ではないし、そもそも不穏な事を考えなければその的には為り得なかった筈だ。アデリエルが何より恐れていたのは、自分を害そうとする事によって無関係な者達が巻き込まれる事であった。この手の者達は、アデリエルの従者や通りすがりの目撃者の、口を封じる事に躊躇いを覚えたりはしないだろう。

「イエーガー、彼女を邸宅にお送りして。その際、伯爵には全て不問に付すとお伝えして」

「かしこまりました、妃殿下」

　座っていたミュリエルを立たせ、イエーガーは部屋の外へと彼女を促す。既に反撃する力を失い、幽鬼のように歩いていたと思われた彼女は、突然その身を翻すとアデリエルめがけて飛び込んだ。

「あ」

　その手には扇子に仕込まれていたらしい細いナイフが握られている。

「妃殿下！」

　危うく避けたアデリエルのシャツの脇腹に赤い血が滲んだ。彼女の形の良い眉が微かに歪む。

　自分の手袋をも小さく染めたその血の赤を見て、ナイフを握ったミュリエルの手ががたがたと震えている。「あ」とも、「う」ともつかぬ呻き声をあげて、彼女はその場に崩れ落ちた。

「大した事ありません」

　ミュリエルの腕を乱暴に掴もうとしたイエーガーを押し止めて、アデリエルはそっと彼女の仮面を剥がす。

　めいっぱい開かれたミュリエルの瞳に、この上ない恐慌と狼狽が映し出されていた。確か、アデリエルよりいくつか年上だったはずだ。しかしその素顔はアデリエルより幼く見えた。

「気が、済みましたか？」

　責めも憐憫もなく、アデリエルはただ確認するように訊いた。

　どれだけ残酷な計画を立てようと、所詮は深窓の令嬢である。人に命令する事はあっても、自ら手を汚した事などない。初めて刺した血の色と浅い肉の感触にミュリエルの顔は蒼白だった。

「…あ、貴女なんか…大っ嫌いよ！　貴女さえいなければイエルト様は…っ　なぜわたくしだけがあの方と離れて見も知らない男に嫁がなければいけないのっ！」

　涙交じりのヒステリックな声が響き渡る。同情の余地がない訳ではないが、完全な逆恨みだった。

「ずっとあの方だけを見てきたのよ！　わ、私は、あのお方の…お姿さえ目にできればそれで幸せだったのに…っ」

　ぎりぎりと噛み締める唇だけが紅い。アデリエルは黙して語らなかった。憐れみは彼女の欲するものではないだろうし、語るべき事は何もない。しかし一度も動揺する事なく尊厳を失わぬ皇太子妃の姿に、ミュリエルは完全な敗北を察したのか、座りこんだままがっくりと首を垂れる。

「フレデリック、彼女をお連れしろ。妃殿下、止血します。こちらへ」

　もう充分と見て取ったイエーガーが部下に指示を出す。護衛隊の二人、脇から抱え込むようにしてミュリエルを部屋の外へと連れて行った。イエーガーは止血用の布を取り出してアデリエルに怖れながらと近付く。しかしアデリエルはそんなイエーガーを押し止めて言った。

「かすり傷ですからもう止まってますわ。城に戻ります」

「は！」

　ミュリエルの姿が完全に見えなくなったのを確認してから、アデリエルは長身のイエーガーを見上げる。

「この傷の事ですが…」

「申し訳ありません。完全にこのイエーガーの失態です」

　大男は恐縮して深く項垂れた。

「そうではなくて、殿下に知られたらわたくしも怒られると思うの」

　しかしアデリエルの顔は悪戯がばれた時の子供のような、困った顔だった。

「は…さようで…」

「幸い殿下は内密の鉱脈視察中ですし…内緒にする訳にはいかないかしら」

　先程までの威厳のある姿とは打って変わった年相応の娘らしい態度に、歴戦の護衛隊長も目を白黒させる。

「その、イエルト様は勘の鋭い方ですから、隠すと却って逆効果かと…」

「そう、よね…」

　アデリエルは溜息をついた。幸いイエルトの帰城まではまだ間がある。それまでに傷跡も薄くなるだろう。

「ちゃんと一緒に怒られましょうか」

「は、御供させて頂きます」

　イエーガーは改めて深く一礼した。




　　　◇◇◇




「素直に謝ってくる殊勝な心がけは認めますが…」

　これ以上なく不機嫌な顔で、イエルトはアデリエルを睨み付けた。背後には暗雲が漂っている。

「私に黙って何をしているんですか!!」

　何となくいやな予感がして、視察の行程を繰り上げて予定より早く戻ってみれば、愛する妻が血の滲んだシャツで帰城するのを出迎える羽目になった。一応の申し開きを聞いたとは言え、思わず頭に血が上ったのは否めない。

　皇太子妃の背後では、護衛隊長が長身を縮めて膝をついていた。

「申し訳ありません」

　アデリエルも粛々と反省した面持ちでに頭を下げる。

「イエーガーは自宅にて謹慎！　分かったら下がれ！」

「は！」

　主君の命を受けて護衛隊長は皇太子宮の書斎から辞す。しかしアデリエルは黙っていなかった。

「殿下、あんまりですわ！　彼は私の命に従っただけです」

「もちろん貴女にも罰を受けて頂きます。皇太子妃自ら囮となるなんて、言語道断この上ない！　しかもそんな傷まで…！」

「あら、これはわざとですわ」

　負けず嫌いの声が反駁する。

「……は？」

　アデリエルの言葉の意味が分からず、イエルトはぽかんと口を開けた。そんな夫に、アデリエルは平然と説明する。

「再犯防止のためには多少のショックが必要です。あの方は人を傷付ける痛みをちゃんと知るべきでした」

　迷いのない勝ち気な瞳がイエルトをまっすぐ射た。

　ミュリエルの犯行は悪質だったが、その動機はあくまで一時の激情に駆られたもので、いわば素人の域を出ていない。権力や欲得が絡んだ非情な者の企てだったら、アデリエルは意識を失った時点で疵物にされていただろう。当然初めから常に見張りはついていたから、危急の際は護衛士達が動いていただろうが。

　わざと刺された理由はそれだけではない。恋が人をおろかにする事を身を以て知る身として、僅かばかりの同情が含まれていなかったと言えば嘘になるだろう。

　舞踏会で会った時、ミュリエルはその美しさに反して大人しそうな娘だった。イエルトの婚約後、早々に婚約させられたのも、最終的には親に逆らえないからだ。その分思いつめ、追いつめられていたのだとも言える。

　事実、アデリエルを刺そうとした手は震えていて、完全に急所は外れていたのだ。最後まで、発作的な行動だったに違いない。避けるのは簡単だった。

（イエルト様のお姿を目にするだけで…！）

　悲鳴のような言葉が脳裏に蘇る。それはかつて自分が持っていた感情とそっくりだった。同情は禁物と分かっていても、僅かばかりの苦さは残る。

「それでいちいち刺されていたら、皇太子妃としての責務を果たせないとは思わなかったのですか？」

　イエルトの詰問に、アデリエルは微笑んで返す。

「ええ、ですからかすり傷になるようには動きました。レオノーラの特訓の成果ですわね」

　万が一に備えて護身術に長けた者を、と妻に頼まれた時、一抹の危惧を覚えなくはなかったものの、不穏当な気配は察していたのでイエーガーの姪を紹介したのはイエルト当人である。レオノーラは貴族でありながら下町育ちという特異な生い立ちで、柔軟な護身術を熟知していた。イエルトの幼馴染でもあり、若いながらも頼もしい護衛隊士の一人でもある。

（妃殿下、よろしいですか？　一番愚かなのは、敵や敵がもつ武器を恐れて目を逸らす事です。目を逸らさず相手の動きを予測できれば、ある程度の危険は回避できますわ）

　赤毛の娘は、そう言ってアデリエルに実戦的な護身を伝授してくれていた。

「良い方を紹介して頂いて、本当に殿下には感謝しておりますわ」

　無邪気に微笑んでみせるアデリエルに、イエルトは二の句が継げなくなる。

　リリアナと気が合うはずだ、とイエルトは改めて確信した。

　アデリエルも本質的には相当アグレッシブだったのだ。いや、姿を変えて単身現れた事に気付いた時点でその大胆さは察知していた筈なのだが、婚礼後の完璧にあまりに淑やかな皇太子妃っぷりに、すっかり忘れそうになっていた。

「公的な席での見事な猫のかぶり方は修道院で？」

　皮肉を含んだ夫の問いに、アデリエルは可憐な唇を尖らせて見せる。

「あら…。そうですわね、確かにあそこにいた６年間では自制を学びました。でも、もう無意味な我慢はやめる事にしたんですの」

「と、仰ると？」

「わたくしさえ大人しくしていればすべて丸く収まるなんて、只の幻想だと思い知ったからですわ」

　一片の迷いもなく、彼女はそう言い切る。

　かつて、災いの種になるまいと親の言うなりになって自らを封じた。そうする事で確かに彼女自身が災厄となる事は免れたが、己自身を喪った日々でもあった。

　彼女が政略結婚の駒に選ばれたのは、彼女自身がリステルの王宮に不要な存在だったからだ。結果的にイエルトに出逢えた事は幸いだったが、今までのように息を潜めて生きていくのはもうたくさんだった。

　攻撃は最大の防御となる。自らが囮となる彼女の今回の計画は些か過激ともとれるものだったが、あらゆる危険を想定した上で安全策を講じていたし、イエルトの不在も偶々のタイミングであったが、相手方の気持ちを考えれば彼を介在させたくなかったのも本当だった。

「もちろん耐える事が必要な事もありましょう。でも自分の人生ですもの。他者に翻弄され、操られるのを嘆いて過ごすなんてまっぴらです。わたくしはわたくしの人生をちゃんとまっとうせねば──」

　そこで一旦言葉を噤んだ。

「せねば？」

「それは、つまり…」

　急に歯切れが悪くなった妻に、イエルトは糾弾の手を緩めない。ずっと、何か違和感を覚えていたのだ。皇太子妃としての努力も今回の事も、何かムキになっている気がする。馬車の中で呟いた言葉もひっかる。

（それに……には…けられませんし…）

　あの後半は『負けられませんし』ではなかったか。

「ちゃんと仰って下さい。負けず嫌いの我が妻は…一体誰と何を競っているわけですか？」

「それは…」

　夫の勘の良さに舌を巻き、アデリエルは逃げ場がないと気付いて観念した。

　鉛のように重くなった唇を無理矢理開く。

「エリン、です」

「は？」

　思いもよらぬ名前の出現にその真意を掴めず、イエルトは思わず問い返す。

　アデリエルは更に言い難そうに説明を続けた。

「こんな事を言うのはおかしくお感じになるでしょうが…わたくしの最大のライバルは『エリン』ですの」

「え…？」

　イエルトの前に突然現れて、姿を消した少女。しかし彼女は──

「確かに、『エリン』はわたくしの仮の姿でした。けれど…国や立場といったあらゆるしがらみを取り払ったあの姿で、私は己の愚かさと同時に欲望の強さも知りました。彼女はまさにわたくしの理想の姿だったんです」

　ひたむきで純粋な、自由を絵にしたような魂。アデリエルの中にあって深く封じ込まれていたそれは、エリンという仮の姿を得て、ようやく生き生きと呼吸を始めた。アデリエルはエリンを経て、少しずつ自分の中に抑え込まれていた諸々の感情を知ったのだ。

　もっと広い世界を見たい。知りたい。愛する人と共に、どこまでも遥か遠く──

「例え『エリン』がわたくしの一部だったとしても…やはり彼女は特別な存在です。だから、イエルト様がはじめ、彼女に惹かれていたと仰るならば…わたくしは元のままのアデリエルでいるわけにはいかないのです」

　刹那の邂逅だったからこそ鮮やかに焼き付けられてしまう記憶もある。

　聡明で非の打ちどころのない完璧な淑女、それは万民の求める皇太子妃の姿ではあるだろう。しかしアデリエル本来の姿ではない。イエルトも皇太子として、完璧な公人の妻としての姿には満足するかもしれないが、本来彼が愛してくれたのはそんな人形のような娘ではないはずだ。

　修道院で暮らしていた時のように、受け身のままではいたくなかった。

　もっと世界を知り人々を知り、与えられた場所で己が幸せになる為の最大限の努力をしたかった。

　それがアデリエルの本来の姿であり、水面の飛あ沫わとなって美しく消えてしまった、理想の少女に唯一勝つための手段だったからだ。

「ご心配をおかけしたことは謝ります。護衛隊を始め関わった者達にも無理をさせたと思ってます。でも…後悔はしてません」

　きっぱりと言い切ったアデリエルの瞳には、精一杯の勇気と覚悟が秘められていた。

　そんな妻の姿に彼女の生い立ちとその日々を思い、イエルトは微かな憐れみとそれ以上の静かな感動を覚えていた。決して不幸な暮らしではなかっただろう。穏やかで代わり映えのない、淡々とした少女時代。しかしそれは海の魚が池に棲むように息苦しい日々だったのではあるまいか。恐らくはそんな自覚もなく、それが最善と信じ込んで。

　現い在ま、初めて解き放たれた無限の海で、彼女は世界の広さを知り、自らを失って溺れまいと必死に闘っているのだ。自分の為に。そしてイエルトの為に。

「貴女が言う事も理解できなくはありません。しかし、皇太子妃と言う立場を顧みず些か軽率な行動をとった事を、看過するわけにはいきません」

　自らかどわかされた事はともかく、刺された事は彼女自身の感傷でしかない。

「はい。なんなりと罰をお受けしますわ」

　アデリエルは素直に頷く。

「貴女にもしばらく謹慎して頂きます」

「仰せのままに」

　深く頭を下げて、私室に戻ろうとしたアデリエルの手をイエルトが捉える。

「まだ話は終わっていません。今のは貴女の公人としての処罰です。更に私の妻として…」

「え？」

「一週間も留守にしていた夫に、労いの言葉もない妻をどう思われますか？」

「え？　あ、あのそれは…っ」

　イエルトの妖しく光る眼に、アデリエルの口調が慌てふためく。彼の言い分は間違ってはいない。間違ってはいないが微妙な含みを感じるのは気のせいだろうか。

　こんな顔をしたイエルトを以前にも見た覚えがある。あれは結婚式前夜の…

「それは？」

　邪気のなさを装った夫の笑顔の裏に、身の危険を感じてアデリエルの鼓動が早くなった。

「お帰りなさいませ。無事の御帰還、心より嬉しく思います」

　必死で取り繕ったアデリエルの固い笑顔に、イエルトの蠱惑的な瞳が近づく。

「それだけですか？」

　じりじりと追い詰められ、長椅子カウチの前で逃げ場を失った。そのまま押される格好で座らされる。

「あの、何を…」

　イエルトの喉がごくりと鳴った。少し不安げな顔で訊いてくる妻の顔は、不謹慎だがちょっとそそる。

「とりあえず、傷の手当てをしましょうか。湯浴みもした方が良いかな。その男達に触れられたかと思うと我慢なりません」

「あの、それは大丈夫です！　決して指一本触れさせては…」

「当たり前です。そうなったかもしれない、という可能性だけで充分腸が煮えくり返りますから」

　言葉は穏やかながら、イエルトが本気で怒っている事に気付き、アデリエルはカウチの上で小さくなった。

「幸い、私も旅の疲れを落としたいところです。一緒に入りましょうか」

「え!!　!?　??」

　アデリエルの驚愕した声は、イエルトの有無を言わせぬ天使のごとき微笑みによって相殺された。
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　浴室に置かれた猫足の大きな浴槽には、たっぷりとお湯が張られている。碧色を基調とした美しいモザイクタイルを敷き詰めた浴室の中も、蒸気で充分に温められていた。

「本気でこんな事をなさるなんて……」

　アデリエルは恥ずかしさのあまり、泣きそうな声で呟いた。

　お湯の中では一糸まとわぬ姿でイエルトに背中から抱きすくめられている。

「お望み通り人払いはしましたが？」

「当たり前です!!」

　イエルトの呑気な声に、アデリエルは真っ赤な顔で喚き立てる。

　抵抗する間もなくあれよあれよと準備がなされ、あっさり服をはぎ取られて共に入浴してしまった。なまじ負い目があったばかりに抗い切れなかった自分が悔しい。

　通常ならば侍女がタオルや石鹸を用意したり冷めないよう熱い湯を注ぎたしたりしてくれるが、それはあくまで一人で浸かっている時に限る。明るい室内で、夫と共に湯船に浸かる事があるなんて、思いつきもしなかった。

「大体、わたくしは謹慎中の身では？」

「もちろん、しばらく人前に出るのは控えて頂きます。更に加えて…私は夫として妻にお仕置きする権利があります」

「……！」

　ささやかな反旗はあっさりかわされ、更に夫の大きな手がお湯の中で愛撫を始め、アデリエルはどうにも身動きがとれなくなった。せめてもの抵抗にと、自らを抱くように腕を胸の前で交差させる。

　そもそも『お仕置き』の意味が分からない。こんな風に夫と浴槽に入る事がお仕置きになるのだろうか。イエルトのしなやかな手の平が、アデリエルの肌をそっと撫で、その感触に躰の芯が蕩けそうになる。これではお仕置きと言うより寧ろ……

「どうも貴女は甘やかされるのが苦手のようだから…たまにはこんなお仕置きもいいでしょう？」

　そう囁きながら、イエルトの唇があらわになったアデリエルのうなじをちゅっと吸った。

「ひゃ！」

　ぴちゃ、とお湯を跳ねさせて、アデリエルの体が小さく震える。

「気持ちよくないですか？」

「あの、それは…」

　からかうような声が耳朶を擽る。媚薬のような甘い声だ。それだけで心臓をぎゅっと掴まれたような気分になる。

　脇腹の傷を撫でていたイエルトの手が、自ら隠そうと覆っていた彼女の胸へと移動して、白い華奢な腕に重なる。

「どんな事情があれ、私の妻の体を危険に晒す事は例え貴女でも許しません」

　毅然とした声に、背筋がゾクゾクした。身を反らせ、イエルトの目を覗きこむ。

「すみません…」

　潤んだ声がねだる結果となった。唇が重なり、舌が差し込まれる。胸の前にあったアデリエルの腕がほどかれ、豊かな乳房がイエルトの手に包まれた。それはアデリエル自身が望んでいた事でもあった。

　何度も探り合うような、深い口付けに昂然となる。舌が絡み合う心地よさと、双丘を優しく揉みしだかれる感触に、下半身が反応して膝を擦り合わせた。湯面にさざ波が立つ。

「ん、ん…」

「アデル、可愛い」

「や、そんな…」

　胸を揉む手が激しくなり、固く尖った先端をきゅっと摘まむ。

「イエルト、さまぁ…っ」

　アデリエルの息が荒くなってきている。体が熱いのか、お湯に浮かぶ肌はほんのりと火照っていた。とろんとした瞳に煽られた。

「貴女とエリンの共通点を教えて差し上げましょうか」

　くぐもった声でイエルトが囁いた。

「え？」

　半ば朦朧とする頭で、アデリエルは聞き返す。

「たぶん気付いてないと思いますが…『彼女』と貴女は同じ匂いがします」

「え…？」

　それでもぴんとこなかった。香油や香水はその日によって変えている筈だ。

「たぶん、何も付けていない時…微かにだけど甘酸っぱい…野の花のような香りがします。それも、エリンの正体に気付いた一因です」

「！」

　自分の匂いなど、普段はあまり気にかけていないものだ。それを知っていると言われて、急に恥ずかしさが募った。

「あの…修道院の庭にはカモミールがたくさん咲いていて、よくお茶やポプリのサシェにしていたんです。たぶん、その…」

　うなじに鼻を埋められ、くんくんとかがれて動揺した。嫌な臭いではないだろうが、皮膚の裏側まで覗き込まれている様で、無性に恥ずかしい。

「たぶん、暗闇で目を塞がれていても、貴女の匂いなら嗅ぎ分ける自信がありますよ」

　イエルトの笑い声に、我慢しきれなくなって、身を反転させて唇を塞いだ。これ以上何か言われたら、羞恥のあまり息が止まりそうな気さえする。

　向かい合う格好で、覆い被さってくる妻の身を支え、イエルトは遠慮なく口付けを受けた。

「それならわたくしも教えて差し上げますけど…」

　意趣返しを含んだ半眼を向けてアデリエルは濡れた唇を開く。

「なんですか？」

「先ほどの…怒って眉間に皺を寄せた顔はファラント陛下にそっくりでしたわ。やはり親子ですのね」

「！」

　予想外の言葉にショックを受けて、固まったイエルトを見て、一矢報いたアデリエルはくすくすと笑いだした。

「まったく！　誰のせいだと…！」

　彼女の小さい顔を捕まえて、罰するように激しいキスをする。アデリエルは抗わなかった。

　何度も舌を絡め合い、激しく吸い上げては角度を変えて深く口腔に侵入する。

　息も絶え絶えになりそうな頃、やっと解放したアデリエルの唇から、今度は目の前で揺れている紅く熟れた実に吸い付いた。

「ぁん…っ」

　甘い喘ぎ声が聞こえた。彼女の反応を楽しむように、舌先を使って転がす。イエルトの頭を抱きしめ、すすり泣くような声が彼の耳を擽った。

　彼女の背後に回した手が、臀部の割れ目に沿って滑り落ち、長い指が濡れた陰部を探り出す。

「や、ダメ…っ」

　そこは浸かっていたお湯とは違う湿り気があった。とろとろと溢れ出す蜜に、彼女の欲望が高まっているのを察知して、イエルト自身も固く張り詰めた。

　そのままアデリエルの腰を引きよせ、自分の上に座らせようと促す。怯えた目がイエルトを見下ろしていたので、安心させるように微笑んだ。

「君が欲しい」

　濡れた前髪を額に貼りつかせて、蕩けるような笑顔でイエルトは妻にねだる。

　こんな事は初めてだったから、アデリエルは躊躇いながらもイエルトの上に恐る恐る腰を下ろした。痛いほど屹立したイエルト自身が、彼女のナカにゆっくりと収まっていく。

「ん、ふぅ…っ」

　彼女のナカが小さく震えていた。

「痛くない？」

　イエルトの問いに、アデリエルは首を小さく横に振る。

「…エルト、さまは…？」

「ん。すごく気持ちいい」

「嬉しい…」

　少し照れた、素直な声が可愛かった。

　なるほど、これはエリンと重なる表情だ。

　普段のアデリエルは、自制がきいている事が多いせいか、そつのない笑顔が多い。皇太子妃と言う立場上、常に臣下の目があるから当然の事だが、だからこそイエルトの前でだけでもたまに后妃の殻が崩れると愛おしくなる。誰にも見せず腕の中に閉じ込めてしまいたい、と思ってしまう。

「動ける？」

「…はい」

　おずおずと、アデリエルは腰を揺らし始めた。自分のペースで進められる安心感からか、アデリエルはやがて眼を閉じて快感の位置を探し始める。まだあどけなさの残る少女の顔に、うっすらと淫らな艶が漂う。そんな彼女の姿にイエルトも堪らなくなって腰を突き上げた。

「や、だめ…っ」

　逃げようとする臀部を捕まえて、強く奥まで突き上げる。

「あ、あぁん…っ」

　お湯が揺れて、浴室の床を大きく濡らした。それでも二人の動きは止まらなかった。

「は、ぁん、あぁ…んっ」

　何度も下から激しく奥を突かれ、大きな快楽の波がアデリエルを襲って溺れさせた。

「ダメ、もう…っ」

　それ以上言葉にならないまま、彼を捉えた彼女の内部が大きく締め付けられ、背筋がゾクゾクと粟立つ。頭の中が真っ白に明滅して忘我の境地に堕ちた。

　内側がイエルトの放った精液で満たされ、大きく震えて力が抜ける。

　そのままイエルトの上に崩れ落ち、強く抱きしめられた。

　かなり減った浴槽のお湯が波打ち終わるまで、ずっとそのまま抱き合っていた。
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　その後、丁寧に体を拭かれて大きなリネンに包まれて、ベッドに運ばれたのは必然のなりゆきだった。

　仰向けに寝かされて、不明瞭な意識のまま唇を押し付けられると、差し込まれた舌と共に、口中に冷たく爽やかな液体が流れ落ちてくる。

「ミントリキュールのシロップ割りです。喉が渇いたでしょう？」

　グラスを片手にイエルトはにっこりと微笑む。

「私はまだ不在の予定ですからね。時間はたっぷりあります」

　何を言われたのか分からぬまま、とろんと蕩けた目でアデリエルは夫を見上げた。

　瑞々しい体に布を巻きつけ、しどけなく床に伏している妻の姿が、イエルトの目には極上の御馳走に映る。

　イエルトは意味ありげに微笑むと、彼女の体を覆うようにかぶさり、巻きつけたリネンを少しずつ剥がしながら、爪先から頭のてっぺんまで、それこそ文字通り隅々まで彼女の肌に舌を這わせてその感触と彼女の反応を楽しんだ。イエルトの下で、弛緩していた体がまた熱く脈打ち始める。

　更にサイドテーブルに置いたグラスの中身を熱く蕩けている彼女の脚の付け根に数滴垂らすと、味わうように口付けた。

「や、ダメです、そんなとこ…っ」

　一度布で拭いたばかりの筈のそこは、冷たい雫と彼の舌の感触で再び蜜を溢れさせている。

「あぁ…んっ」

　ぷっくりと膨らんだ肉芽を吸われ、達したばかりの体はまたはしたなく疼きはじめる。絶え間なく流れ出る蜜が、舌と共に蜜口を探っていた彼の指を濡らしていた。

「ダメ、おかしくなっちゃう…っ」

　首を横に振りながら、アデリエルは我を忘れて叫んだ。彼女の蜜に塗れた指を、イエルトは美味しそうにぺろりと舐める。

「ついでに白状して貰いましょうか」

「え…？」

「リリアナと、どんな約束をしたんですか？」

「あ、それは…」

　あのイエルトに一番執着していたお転婆娘が、簡単に恋敵であるアデリエルと共闘を結ぶとは思えない。何か裏がある筈だ、とイエルトは気付いていた。

「言わないと、泣かせますよ？」

　またもや意地の悪い笑みを浮かべ、蜜口を擦っていた指がすっと遠のく。

　待ちわびていた指が離れ、アデリエルは本当に泣きそうになった。しかし元来の負けず嫌いが鎌首をもたげる。

「し、知りません！」

「お仕置きが足りないようですね」

　イエルトは意地悪な笑みを浮かべ、屹立した自身で、彼女の入り口を擦り始めた。

「～～～っ」

　敏感な花芽を擦られる気持ち良さと、奥が放置されるもどかしさに、アデリエルはぎゅっと目を閉じて耐えようとした。しかしそんな彼女の姿はイエルトの嗜虐心を更に煽るだけだった。

「言わないと、約束したのですか？」

　リリアナは何も言わなかった。

「そう言いう訳では…ぁっ」

　イエルトの男根が、アデリエルのナカに入りかけては止まり、引き抜かれる。その辛さから逃げようとしても、彼女の脚はしっかりと彼に抱えられたままだった。

「強情な貴女も好きですけどね」

「や、もう、知りません…！」

　その泣き声が限界だった。唇に口付けながら、ゆっくりと彼女のナカに沈み込む。ぎゅっと締め付けられる感触が堪らなかった。

「言って。アデル」

「あの…つまり…」

　アデリエルももう限界だった。これ以上焦らされたらおかしくなってしまう。

「もしリリアナ様が成人なさる前に、私達の間に子供が出来なかったら…その、彼女を第二妃に推薦する、と…」

「…そう言う事ですか」

　皇太子の第二妃に関しては、正妃の発言力が絶大である。歳若い事を逆手にとって、アデリエルを敵に回すより味方になった方が得策と、リリアナが計算したのも頷ける。

「怒りました…？」

　濡れた瞳でアデリエルが問う。そんな彼女に微苦笑を浮かべて、イエルトは彼女の額に口付ける。勝手な事を、と怒る事も出来たが、彼はそうしなかった。

「そう言う事でしたら…何が何でも子をなさねばね。そう５人でも、10人でも」

「や、そんなつもりでは…っ」

　だから言いたくなかったのだ。そんな心の声は空中に霧散する。寝台の軋む音が激しくなり、アデリエルの泣き声が更に大きくなった。

　そんな妻を愛おしみつつ、イエルトは心ゆくまで夫としての義務と権利を行使し続けた。
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「だからって…少しはイエルト兄様もアデリエル様の体を慮るべきですわ」

　社交界のデビューを目前に控えたリリアナが、憤慨する声を出す。目の前では、懐妊を知らされたばかりのお腹を撫でながら、恥ずかしそうにアデリエルが首を竦めた。

　お茶のセッティングがされた王宮のバルコニーには、目の前から優しい海風が吹いている。結局皇太子宮に居ては公務に触りがあると、二人は一年ほどで王宮に居を戻してしまっていた。海が好きなアデリエルは、水平線を臨むこのバルコニーがとても気に入っている。

「そんなに子ばかりなしていては、アデリエル様の身体が休む暇がないではないですか」

「すみません…」

　謝るのも変な気はするが、つい謝ってしまう。これでもリリアナは本気でアデリエルの身を心配しているのだ。

　そんな大人の事情をあずかり知らない既に喋り始めた上の王子たちは、次は妹がいいと勝手な事を言っていた。

「別に皇太子妃殿下が謝られるような事ではないですけど！」

　怒りをあらわにするリリアナの気持ちを和らげるべく、アデリエルは話題の矛先を変えた。

「それで…幼馴染の彼は、無事近衛隊に入隊されたのですか？」

「フィリップですか？　ええ、それはまあ…。でもわたくしに泣かされていたような彼が近衛兵なんて、ちゃんちゃらおかしいですわね」

　気位の高いリリアナは、いかにも笑えると言った風情で鼻を鳴らして見せる。昔は同い年の自分より小さくてひょろひょろしていたのに、いつの間にか背は追い越され、軍服の似合う体型になっていたのだから、腹立たしくて仕方がない。

「それもこれもリリアナ様にプロポーズするためなのでしょう？」

「そ、それは…！」

　真っ赤になっているところをみると、リリアナも実はまんざらでもないらしい。ようやく憧れの『王子様』から卒業できそうといったところだろうか。

　アデリエルはこれ以上リリアナの怒りを買うまいと、賢明にも口を閉じて微笑んだ。




　イエルトに嫁いでから五年余り、すべてが順風満帆とは言わないが、幸せになる為に最大限の努力をしてきた。第二の故郷となったバディアックのしきたりにも慣れ、国の内外事情も熟知し、皇太子妃としての地位も確立した。気の合う友人も出来、幼い我が子たちは元気にすくすくと育っている。

　もちろん、夫との仲も良好だった。複雑な政治分野において、アデリエルはイエルトの良き相談相手ともなっていた。

　即位が近いと噂されているイエルトは、現在、鉱脈から製錬した鋼で外洋航海に耐える船の建造に夢中になっている。数年後、その船が無事に完成したら、アデリエルも共に試験航行に連れて行ってもらう予定だ。

　幸せだった。

　それでも時折、城の窓から臨むどこまでも広がる水平線の向こうに、あの時の少女の幻を見つけてそっと話しかける。

（大丈夫。どんな嵐が来ても、あの方と共に精一杯生きてみせるから）

　金色の少女は嬉しそうに微笑んで、水面の飛あ沫わの中、光に弾けて消えていく。

　その美しい幻想は、繰り返し捧げられる永遠の祈りにも似ていた。
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